
中
部
ネ
パ
ー
ル
、
マ
ガ
ー
ル
族
の
耕
地
制
度
と
景
観
変
化
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小

林

茂

【
要
約
】
　
ネ
パ
ー
ル
中
部
山
岳
地
帯
に
居
住
す
る
マ
ガ
ー
ル
族
の
村
落
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
三
圃
制
」
に
に
た
耕
地
制
度
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
、
川

喜
田
二
郎
氏
ら
の
調
査
で
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
カ
リ
ガ
ソ
ダ
キ
支
谷
の
シ
ー
紅
谷
で
調
査
を
お
こ
な
う
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
た
筆
老
は
、

こ
の
制
度
と
景
観
変
化
と
の
関
係
を
お
も
に
検
討
し
、
以
下
の
結
果
を
え
た
。
風
垣
で
か
こ
ま
れ
た
耕
地
は
、
フ
ァ
ソ
ト
（
耕
区
ま
た
は
悪
事
）
と
コ
ル

（
個
人
耕
地
）
に
わ
か
れ
る
が
、
こ
の
制
度
で
は
コ
ル
と
な
っ
て
い
る
耕
地
の
フ
ァ
ソ
ト
へ
の
編
入
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
が
耕
地
の
所
有
者
の
意
向
に
よ

っ
て
自
由
に
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
各
フ
ァ
ソ
ト
で
の
輪
作
は
そ
の
立
地
す
る
高
度
帯
の
気
候
条
件
と
の
関
係
で
き
め
ら
れ
一
律
な
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
制
度
の
も
つ
以
上
の
よ
う
な
柔
軟
性
は
、
過
ま
数
十
年
闘
の
急
激
な
人
口
増
加
に
と
も
な
っ
て
拡
大
し
た
耕
地
を
秩
序
づ
け
る
う
え
で
大
き

な
役
割
を
は
た
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在
進
行
し
て
い
る
、
過
放
牧
に
よ
る
い
ち
じ
る
し
い
森
林
破
壊
は
、
こ
の
制
度
の
も
と
で
、
穀
物
生
産
が
家
畜
飼
養

に
優
先
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
一
二
巻
二
号
　
【
九
八
○
年
三
月

隔
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
九
六
三
～
四
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
川
喜
田
二
郎
、
佐
々
木
高
明
両
氏
の
ネ
パ
ー
ル
中
部
脚
岳
地
帯
に
お
け
る
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の
地

　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

域
の
マ
ガ
ー
ル
族
の
村
落
に
は
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
三
鷲
掴
」
に
類
似
す
る
耕
地
制
度
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
。
両
氏
の
う

ち
、
と
く
に
川
喜
田
氏
は
、
こ
の
狸
爺
の
基
本
的
特
色
を
記
述
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
マ
ガ
ー
ル
族
の
生
活
様
式
に
お
け
る
意
義
を
明
確
に
し

て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
耕
地
に
お
け
る
作
付
、
家
畜
の
放
牧
を
規
制
し
、
マ
ガ
…
ル
族
の
い
と
な
む
農
耕
、
牧
畜
の
基
本
的
粋
組
と
な
る
と

同
時
に
、
村
落
社
会
や
、
集
落
発
達
と
の
関
連
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
焦
点
を
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、



中部ネパール、マガール族の耕地鋼度と景観変化（小林）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

彼
ら
の
現
在
の
生
活
だ
け
で
な
く
、
過
去
を
理
解
す
る
う
え
で
も
貴
重
な
示
唆
が
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
筆
者
は
、
一
九
七
七
年
、
五
－
七
月
、
お
な
じ
く
カ
リ
ガ
ソ
ダ
キ
支
谷
の
シ
ー
カ
ω
節
冨
谷
で
、
こ
の
制
度
を
さ
ら
に
調
査
す
る
機
会
を

　
　
　
　
⑥

あ
た
え
ら
れ
、
川
喜
田
氏
ら
の
研
究
に
若
干
の
あ
た
ら
し
い
知
見
を
つ
け
く
わ
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
に
も
と
づ
き
、
こ
の

七
度
の
運
用
、
景
観
と
の
関
係
を
記
述
す
る
と
と
も
に
、
マ
ガ
…
ル
族
の
村
落
に
お
け
る
景
観
変
化
に
し
め
る
、
そ
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
マ
ガ
ー
ル
族
で
は
過
去
数
十
年
の
あ
い
だ
に
人
口
が
急
激
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な
う
村
落
の

景
観
変
化
に
は
い
ち
じ
る
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
変
化
は
主
と
し
て
森
林
の
破
壊
お
よ
び
耕
地
の
増
大
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
、
こ
の
二
度
は
無
視
で
き
な
い
役
割
を
は
た
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
種
の
耕
地
欄
度
は
、
土
地
の
利
用
を
共
同
体
的
に
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
規
制
を
う
け
る
土
地
の
あ
い
だ
に
一
定
の
秩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

序
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
土
地
は
一
定
の
規
則
に
し
た
が
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
種

の
制
度
の
も
と
で
、
耕
地
の
拡
大
は
単
な
る
そ
の
量
的
拡
大
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
、
こ
の
秩
序
の
拡
張
も
と
も
な
う
こ
と
に
な
る
。
新
し

く
く
わ
わ
っ
た
耕
地
に
も
、
一
定
の
規
則
に
し
た
が
っ
て
、
秩
序
が
つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
秩
序
の
拡
大
は
、
景
観
の

諸
要
素
を
ま
き
こ
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
舗
度
は
、
景
観
の
形
成
過
程
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
は
た
す
こ
と
に
な

る
わ
け
で
あ
る
。

　
現
在
、
ネ
パ
…
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
、
人
口
の
増
大
と
耕
地
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
環
境
破
壊
が
い
ち
じ
る
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

進
行
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
マ
ガ
ー
ル
族
の
村
落
で
も
、
こ
の
こ
と
は
例
外
で
は
な
い
。
こ
の
耕
地
制
度
は
、
こ
う
し
た
変
化
の
プ
ロ
セ
ス

を
考
察
す
る
う
え
で
も
重
要
な
意
義
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
制
度
は
、
彼
ら
の
い
と
な
む
農
耕
、
牧
畜
の
基
本
的
枠
組
と
し
て
、
彼
ら

の
居
住
環
境
の
利
用
に
お
い
て
す
く
な
か
ら
ぬ
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
こ
の
役
割
を
媒
介
と
し
て
、
そ
れ
は
、
こ
こ
に
お
け
る
環
境
破
壊
の

進
行
に
一
定
の
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
も
、
こ
の
制
度
は
さ
ら
に
考
察
さ
る
べ
き
も
の
と
言
え
よ
う
。
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①
　
日
本
民
族
学
協
会
に
よ
る
「
第
三
次
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
民
族
文
化
調
査
団
」

　
（
川
喜
田
二
郎
団
長
）
に
よ
る
。

②
　
マ
ガ
ー
ル
族
は
ネ
パ
ー
ル
申
部
に
お
も
に
居
住
す
る
一
部
族
で
あ
る
。
彼
ら
の

　
自
誓
は
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
系
で
あ
る
が
、
ネ
パ
ー
ル
語
の
影
響
も
つ
よ
い
。

　
こ
こ
で
考
察
す
る
の
は
、
こ
の
マ
ガ
ー
ル
族
の
う
ち
、
プ
ソ
℃
β
昌
の
サ
ブ
ト
ラ

　
イ
ブ
に
属
す
人
び
と
に
よ
っ
て
お
も
に
構
成
さ
れ
る
、
カ
リ
ガ
ン
ダ
キ
葛
谷
の
村

　
落
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
現
在
ネ
パ
ー
ル
語
が
お
も
に
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
。
マ

　
ガ
ー
ル
族
の
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
川
喜
田
二
郎
（
　
九

　
五
六
）
「
男
Φ
℃
帥
一
に
お
け
る
民
族
地
理
学
的
諸
観
察
敏
昂
二
報
、
　
居
住
門
形
態
、
地
域

　
組
織
、
属
族
集
団
の
生
態
学
お
よ
び
自
げ
三
人
村
↓
妻
子
Φ
の
研
究
」
　
『
民
族

　
学
研
究
』
第
一
九
巻
一
＝
ニ
ー
三
　
二
、
ま
た
彼
ら
の
サ
ブ
ト
ラ
イ
ブ
、
ク
ラ
ソ

　
に
つ
い
て
は
、
9
8
噛
国
詳
。
び
o
o
o
犀
（
ド
㊤
①
α
）
”
ω
∬
σ
み
識
σ
o
ω
貯
昏
。
寓
ρ
α
q
錠

　
8
難
事
β
鼠
薬
物
累
Φ
旨
一
．
馨
軌
a
爲
硲
ミ
器
ド
＜
。
H
．
q
唱
や
8
刈
凸
目
無
を
参
照
。

　
な
お
、
彼
ら
の
歴
史
、
生
業
、
社
会
組
織
な
ど
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
O
・
切
切
賢

　
ω
貯
（
お
。
隠
刈
）
”
℃
8
黛
馬
ミ
審
特
＆
馬
．
菊
騨
9
騨
℃
塁
叶
巴
（
b
d
げ
ρ
口
山
9
目
陶
囚
斜
昏
ヨ
9
鵠
師
β

　
℃
や
欝
占
。
。
を
参
照
。

③
　
川
喜
田
二
郎
（
　
九
六
八
）
「
蜜
㊤
σ
q
霞
族
の
文
化
変
化
と
山
一
…
あ
る
仮
説
的

　
展
望
1
」
　
『
二
三
学
研
究
』
第
三
二
巻
、
三
三
九
－
三
五
一
、
凋
・
ω
ρ
鐸
ξ

　
（
這
刈
さ
⊃
）
Q
Q
o
9
？
0
8
β
o
§
δ
ω
霞
琴
ε
器
繕
愚
筈
の
。
島
♂
已
。
｛
㏄
ε
げ
三
Φ

　
σ
Q
田
N
写
σ
q
言
｛
銀
日
≦
一
冨
σ
q
o
ぼ
8
ロ
建
黒
姫
⑦
℃
巴
．
宣
国
．
炉
の
冒
σ
q
げ
（
o
Ω
）

　
寧
ミ
ミ
恥
ミ
ぎ
遠
ミ
噛
噛
い
§
誠
8
装
』
砺
ミ
．
翼
㊤
自
。
昌
騨
一
Ω
8
σ
q
箪
娼
ぼ
。
ω
o
o
一
Φ
け
罵

　
。
h
囲
碁
㌶
”
く
ρ
箪
轟
ω
漕
娼
や
重
量
置
P
佐
々
木
高
明
（
一
九
七
八
）
　
「
モ
ラ
ウ

　
ニ
慣
行
と
そ
の
背
景
－
中
部
ネ
パ
ー
ル
の
水
田
村
に
お
け
る
農
業
経
営
と
刈
跡

　
放
牧
慣
行
一
そ
の
事
例
研
究
」
加
藤
泰
安
・
中
尾
佐
助
・
梅
毒
∵
思
夫
　
（
編
）

　
『
探
検
・
地
理
・
民
族
誌
』
（
今
西
錦
司
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
）
中
央
公
論
社
、

　
三
五
一
－
閥
○
八
。
な
お
、
佐
々
木
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
と
り
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る

　
の
は
、
お
も
に
チ
ェ
ッ
ト
リ
ー
の
カ
ー
ス
ト
に
属
す
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
系
の
人
び
と
に

　
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
村
落
で
あ
る
が
、
マ
ガ
ー
ル
族
の
屠
住
す
る
隣
接
村
落
の
事

　
憐
に
つ
い
て
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

④
　
回
囚
帥
芝
巴
馨
ρ
（
δ
誤
）
製
ミ
』
§
讐
越
ミ
ミ
§
ミ
臓
審
尉
ぎ
g
臨
需
“
隣
一
二

　
勺
8
覧
①
ω
ω
霞
吋
g
5
巳
昌
◎
q
伴
騨
①
O
騨
鵠
σ
q
①
。
ウ
型
鼠
p
ω
団
簿
冨
け
一
〇
男
。
ω
o
碧
。
げ
。
楠

　
讐
Φ
O
巳
9
器
9
国
げ
Φ
O
趣
け
一
く
鉢
冒
σ
q
や
8
覧
①
ω
貯
ω
o
暮
げ
①
葺
け
ン
臨
9
⇔

　
O
O
嘔
嵩
酔
鼠
ω
u
。
■
＜
〇
一
5
H
づ
Φ
ω
●
日
O
ド
騨
一
¢
昌
一
く
’
℃
同
O
ω
ω
■

⑤
　
シ
ー
カ
谷
と
い
う
の
は
、
現
地
で
つ
か
わ
れ
る
名
称
で
は
な
い
。
カ
リ
ガ
ン
ダ

　
キ
支
帯
の
シ
ー
カ
村
を
中
心
と
す
る
地
域
は
、
川
喜
田
氏
の
調
査
以
来
、
便
宜
的

　
に
こ
う
よ
ぼ
れ
て
ぎ
た
。

⑥
　
一
九
七
四
一
五
年
に
実
行
さ
れ
た
、
シ
ー
カ
谷
に
お
け
る
、
ヒ
ヤ
ラ
や
技
術
協

　
力
会
の
技
術
援
助
計
画
（
通
称
℃
卿
図
℃
層
O
撤
9
）
の
事
後
評
価
調
査
隊
（
山

　
田
圭
一
隊
長
）
　
に
よ
る
も
の
で
、
　
ト
ヨ
タ
財
団
よ
り
援
助
を
う
け
た
　
（
テ
ー
マ

　
「
環
境
保
全
と
一
体
化
し
た
僻
地
開
発
の
調
査
・
研
究
」
代
表
、
川
雪
田
二
郎
）
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
山
田
圭
一
（
一
九
七
七
）
　
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
へ

　
の
技
術
協
力
」
『
自
然
』
三
二
巻
九
号
二
六
一
三
五
、
並
月
白
（
一
九
七
七
）
「
ヒ

　
マ
ラ
ヤ
に
見
る
森
林
破
壊
」
　
『
自
然
』
問
、
三
六
i
四
四
、
川
喜
田
二
郎
（
編
）

　
　
（
一
九
七
九
）
　
『
環
境
保
全
と
一
体
化
し
た
僻
地
開
発
の
調
査
・
研
究
i
ネ
パ

　
ー
ル
山
村
を
モ
デ
ル
と
し
た
一
般
法
則
性
の
解
明
』
卜
∫
タ
財
団
助
成
研
究
報
告

　
書
（
報
告
書
番
号
1
一
○
〇
三
）
な
ど
を
参
照
。

⑦
　
川
喜
田
（
一
九
六
八
）
前
掲
。

⑧
　
マ
ガ
ー
ル
族
の
人
口
鼻
梁
は
シ
ー
カ
谷
に
か
ぎ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
（
回
8

　
潤
津
。
ぎ
o
o
H
（
（
お
刈
刈
）
”
切
図
団
ぎ
σ
q
　
鉱
白
①
”
勺
。
℃
巳
p
江
8
℃
叶
同
①
¢
即
臣
①
玄
σ
q
．
の

　
．
』
聖
〈
．
．
窪
伽
　
ジ
＜
o
鼠
一
日
巴
ρ
団
鴛
μ
蝕
9
℃
凱
く
。
ω
鉾
暮
⑦
σ
q
富
。
。
．
ミ
》
｝
§
執
亀
翁
、

　
§
ミ
。
喩
？
ミ
ミ
ミ
£
篤
♪
。
魁
三
〇
コ
ρ
客
搾
Q
Q
■
℃
碧
一
ω
、
娼
や
騒
ω
ム
。
。
O
）
。

⑨
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
〉
．
竃
Φ
冤
零
歳
（
お
曵
O
）
卜
題
特
ミ
恥
黛
恥
跨

　
自
偽
ミ
鏑
、
鴨
南
》
H
ヨ
p
鵠
α
0
9
㌶
を
参
照
。

⑩
蝉
即
山
畠
ぎ
同
院
（
6
誤
）
”
円
財
⑦
9
器
ユ
。
話
識
睾
o
h
ヨ
g
馨
巴
昌
。
昌
く
呼
。
㌘
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国
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P
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中部ネパール，マガール族の耕地制度と景観変化（小林）

二
　
耕

地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
シ
…
力
谷
に
ひ
ろ
が
る
マ
ガ
ー
ル
族
の
村
落
（
第
一
図
）
で
は
水
田
耕
作
は
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
畑
作
の
み
と
言
っ
て
も
よ
い
。

こ
こ
で
は
耕
地
は
ほ
と
ん
ど
斜
面
に
立
地
し
て
お
り
、
階
段
状
に
整
地
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
段
々
畑
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
段
々
畑
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
っ
て
も
、
耕
地
の
忌
物
は
そ
の
上
下
と
ゆ
る
や
か
な
ス
ロ
ー
プ
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
川
喜
田
氏
の
表
現
を
か
り
れ
ば
「
網
目
状
耕
地
」
を

な
し
て
い
る
。
ス
キ
を
い
れ
る
と
き
に
は
、
こ
の
ス
戸
i
プ
を
通
じ
て
、
段
の
ち
が
う
耕
地
で
も
連
続
的
に
耕
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
段
々
畑
状
の
耕
地
は
、
原
則
的
に
石
垣
（
壁
）
ま
た
は
棚
で
と
り
か
こ
ま
れ
て
い
る
。
草
地
や
森
林
、
道
路
な
ど
、
耕
地
以
外
の

部
分
と
耕
地
の
接
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
ほ
と
ん
ど
石
垣
や
棚
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
な
い
揚
合
に
も
、
急
な
崖
と
か
岩
が
あ
っ
て
、
障
害
物

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
棚
垣
の
あ
り
か
た
は
、
飼
養
さ
れ
る
家
畜
の
、
放
牧
の
し
か
た
と
ふ
か
い
関
係
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
シ
ー
カ
谷
で
飼
養
さ
れ
る
お
も
な
家
憲
の
う
ち
、
ヒ
ツ
ジ
、
ヤ
ギ
に
は
放
牧
中
に
家
畜
番
が
つ
い
て
い
る
が
、
ス
イ
ギ
ュ
ウ
、
ウ
シ
に
は
つ

か
な
い
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
朝
、
家
を
で
て
か
ら
、
夕
方
も
ど
る
ま
で
、
こ
れ
ら
の
家
畜
に
は
人
は
あ
ま
り
干
渉
せ
ず
、
そ
の
意
の
ま
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

高
溶
を
お
こ
な
わ
せ
る
。
耕
地
の
ま
わ
り
の
棚
壇
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
イ
ギ
ュ
ウ
、
ウ
シ
が
朝
夕
の
放
牧
場
所
へ
の
行
き
帰
り
、
あ
る
い
は
日

中
の
放
牧
中
に
、
耕
地
の
な
か
に
た
ち
い
り
、
成
育
中
の
作
物
を
た
べ
た
り
、
ふ
み
あ
ら
し
た
り
す
る
の
を
防
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
石
垣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

（
壁
）
の
う
え
に
は
、
ト
ゲ
性
の
灌
木
が
う
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
家
畜
よ
け
と
し
て
の
棚
垣
の
機
能
を
強
化
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
耕
地
は
欄
垣
に
よ
っ
て
厳
重
に
ま
も
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
が
、
家
畜
が
耕
地
の
な
か
に
は
い
り
こ
ん
で
、
作
物
に
害
を
あ

た
え
る
こ
と
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
補
修
が
い
き
と
ど
か
ず
、
石
垣
や
禰
が
や
ぶ
ら
れ
る
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
お
こ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
場
合
に
そ
な
え
て
、
村
ご
と
に
規
則
が
さ
だ
め
ら
れ
て
お
り
、
損
害
賠
償
が
円
滑
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
規
則
の
細
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（一点鎖線は村落パソチャヤートの境界を示す）

部
は
村
に
よ
っ
て
ち
が
う
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。
い

ず
れ
の
場
合
も
加
害
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
の

は
損
害
を
あ
た
え
た
家
畜
の
所
有
者
で
、
損
害

額
は
加
害
者
、
被
害
者
以
外
の
第
三
者
に
よ
っ

て
査
定
さ
れ
る
。
こ
の
査
定
に
し
た
が
っ
て
、

加
害
者
は
被
害
者
に
現
物
、
ま
た
は
現
金
を
支

　
　
　
　
　
　
⑦

払
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
耕
地
は
、
全
体
と
し
て
フ
ァ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ト
℃
財
9
暮
と
ロ
ル
｝
融
○
壇
と
よ
ば
れ
る
も
の

に
わ
か
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ソ
ト
に
は
、
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

農
民
の
所
有
地
が
混
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

体
と
し
て
棚
垣
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
原
剣
的
に
同
一
の
作
物
が
同
｝
の
時
期
に
つ

く
ら
れ
、
収
穫
が
終
了
す
れ
ば
家
畜
が
放
牧
さ

れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
フ
ァ
ソ
ト
は
「
耕
土
」

ま
た
は
「
耕
圃
」
と
よ
ん
で
さ
し
つ
か
え
な
い

よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
こ
と
わ
っ
て
お
か
ね
ば
な
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中部ネパール，マガール族の耕地制度と景観変化（小林）

ら
な
い
の
は
、
こ
の
立
合
、
所
有
地
に
か
か
わ
り
な
く
村
人
は
家
畜
を
フ
ァ
ソ
ト
に
放
牧
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ふ
つ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

村
人
は
自
分
の
耕
地
に
ゴ
ー
ト
σ
q
O
夢
と
よ
ば
れ
る
仮
小
屋
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
住
ん
で
家
畜
を
放
牧
し
、
乳
製
品
を
つ
く
る
が
、
フ
ァ
ソ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

内
に
土
地
を
も
た
な
い
も
の
で
も
、
他
人
か
ら
土
地
を
か
り
れ
ば
ゴ
ー
ト
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
場
合
、
フ
ァ
ン
ト

内
に
放
牧
す
る
家
畜
の
数
は
捌
限
さ
れ
て
お
ら
ず
、
何
頭
で
も
い
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
コ
ル
は
、
一
人
の
村
人
の
所
有
す
る
も
の
で
、
こ
こ
で
の
作
付
、
家
畜
の
放
牧
は
所
有
者
の
意
の
ま
ま
に
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

こ
の
点
か
ら
コ
ル
は
「
個
人
耕
地
」
と
い
う
よ
う
な
訳
語
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
個
人
耕
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
棚
垣
で
か
こ

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

①
　
シ
ー
カ
谷
の
マ
ガ
ー
ル
族
村
落
は
三
つ
の
村
落
パ
ソ
チ
ャ
ヤ
ー
ト
℃
p
コ
。
げ
甲

　
甲
・
暮
（
ネ
パ
ー
ル
で
は
最
小
の
行
政
単
位
を
村
落
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ー
ト
と
い
い
、
そ

　
の
内
部
は
い
く
つ
か
の
地
区
に
わ
か
れ
て
い
る
）
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
図

　
示
し
た
も
の
は
、
そ
の
う
ち
の
主
要
集
落
で
あ
る
。
　
タ
ー
ラ
・
シ
…
力
　
日
巴
冨

　
ω
芽
げ
P
ほ
か
二
隼
郁
洛
、
ス
ワ
ソ
タ
ω
毛
ρ
酵
㊤
な
ど
は
シ
ー
カ
村
燕
洛
パ
ソ
チ
ャ
ヤ

　
ー
ト
、
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
娼
9
二
α
乏
錠
は
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
村
落
パ
ソ
チ
ヤ
ヤ
ー
ト
、

　
キ
バ
ソ
囚
三
げ
p
困
嶺
は
ヒ
ス
タ
ン
潤
冨
3
＝
σ
q
村
落
パ
ソ
チ
ャ
ヤ
ー
ト
に
属
し
て

　
い
る
。
図
示
し
た
も
の
の
多
く
は
集
村
で
あ
る
が
、
散
居
的
な
集
落
形
態
も
ひ
ろ

　
く
み
ら
れ
る
。
な
お
ガ
：
ラ
O
冨
轟
は
ヒ
ン
ド
ゥ
系
農
民
の
民
住
す
る
集
落

　
で
、
ガ
ー
ラ
村
落
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ー
ト
に
属
し
て
い
る
。
佐
々
木
氏
は
こ
こ
で
お
も

　
な
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

②
　
水
田
耕
作
は
現
在
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
の
下
部
で
わ
ず
か
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
に

　
す
ぎ
な
い
。
か
つ
て
は
タ
ー
ラ
・
シ
ー
カ
の
近
く
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、

　
四
〇
年
ほ
ど
ま
え
の
水
害
で
水
眠
が
な
が
さ
れ
て
以
来
お
こ
な
わ
れ
て
は
い
な

　
い
。

③
用
喜
田
（
一
九
六
八
）
前
掲
。

④
シ
ー
カ
谷
で
飼
養
さ
れ
る
家
畜
は
、
以
上
四
種
に
く
わ
え
て
、
ニ
ワ
ト
リ
、
イ

　
ヌ
ネ
コ
が
あ
る
。

⑤
　
ス
イ
ギ
ュ
ウ
は
、
と
き
に
は
人
が
つ
か
ず
に
何
日
闘
も
森
林
中
で
放
牧
さ
れ
る

　
こ
と
が
あ
る
。

⑥
柵
垣
に
は
ほ
か
に
土
地
所
有
の
境
界
を
画
す
機
能
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

　
な
い
。

⑦
シ
三
二
村
落
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ー
ト
で
は
、
こ
の
規
則
の
詳
細
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も

　
の
で
あ
る
。
作
物
を
あ
ら
し
て
い
る
家
畜
は
発
見
次
第
パ
ソ
チ
ャ
ヤ
ー
ト
の
役
揚

　
に
つ
れ
て
い
か
れ
、
所
有
者
が
あ
ら
わ
れ
る
ま
で
そ
こ
に
と
め
お
か
れ
る
。
こ
の

　
場
合
、
所
有
者
が
な
が
い
あ
い
だ
判
賭
せ
ず
、
家
蕾
を
ひ
き
と
り
に
あ
ら
わ
な
け

　
れ
ば
、
彼
は
役
場
に
と
め
お
か
れ
た
あ
い
だ
家
畜
の
消
費
し
た
草
の
代
金
（
一
日

　
当
り
一
一
ル
ピ
ー
）
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
家
畜
が
作
物
に
あ
た
え
た
損
害
は
、

　
何
人
か
の
第
三
者
に
よ
っ
て
査
定
さ
れ
ろ
が
、
こ
の
最
終
的
な
決
定
は
ク
ジ
に
よ

　
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
各
人
の
査
定
額
を
か
い
た
ク
ジ
を
つ
く
り
、
家
畜
の
所
有

　
者
に
ひ
か
せ
、
当
り
ク
ジ
に
か
か
れ
た
額
を
被
害
者
に
支
払
わ
せ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
査
定
額
の
客
観
性
を
め
ぐ
っ
て
お
こ
る
紛
争
を
さ
け
る
た
め
と
み
な
さ
れ

　
ろ
。
こ
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
規
則
が
発
動
さ
れ
る
の
は

　
ま
れ
で
、
お
そ
ら
く
紛
争
が
お
こ
っ
て
非
常
に
こ
じ
れ
た
と
き
だ
け
で
あ
ろ
う
と
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思
わ
れ
る
。
調
査
期
間
中
に
は
、
こ
の
規
剛
が
心
落
さ
れ
た
実
例
を
料
る
こ
と
は

　
で
ぎ
な
か
っ
た
。

⑧
フ
ァ
ソ
ト
は
畑
、
コ
ル
は
か
こ
い
と
い
う
意
味
に
も
っ
か
わ
れ
る
。

⑨
フ
ァ
ン
ト
内
で
は
、
耕
地
の
段
の
縁
や
、
畑
の
表
薩
に
線
状
に
う
め
こ
ま
れ
た

　
石
が
十
…
地
所
有
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
。

⑩
　
フ
ァ
ソ
ト
の
ま
わ
り
の
柵
垣
は
、
そ
こ
に
土
地
を
も
つ
人
び
と
に
よ
っ
て
、
共

　
同
で
維
持
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
に
年
に
何
度
か
共
岡
作
業
日
が
設
定
さ
れ
る
。

⑲
耕
地
内
に
ゴ
ー
ト
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て
は
旧
川
潮
田
（
一
九
六
八
）
前
掲
、

　
国
聖
毒
置
冨
（
δ
虞
）
層
。
℃
．
o
罫
噛
℃
ワ
嵩
占
ρ
碧
凸
。
。
■
を
参
照
。

⑫
土
地
を
か
り
て
、
ゴ
ー
ト
を
つ
く
ら
な
い
場
合
で
も
、
も
ち
ろ
ん
家
畜
を
フ
ァ

　
ン
ト
内
に
い
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑩
　
家
屋
に
付
樋
し
た
園
地
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
多
く
、
ま
た
颪
積
も

　
広
い
。
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三
　
輪
作
　
体
　
系

　
シ
ー
カ
谷
の
、
高
度
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
に
立
地
す
る
マ
ガ
ー
ル
族
の
主
要
集
落
の
う
ち
、
集
村
を
な
す
も
の
の
ま
わ
り
に
は
、
い
ず

れ
も
前
述
の
よ
う
な
フ
ァ
ソ
ト
が
三
つ
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
タ
ー
ラ
・
シ
一
丸
ほ
か
二
集
落
と
、
キ
バ
ソ
の
ま
わ
り
に
あ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
フ
ァ
ソ
ト
を
示
し
た
の
が
第
二
図
で
、
各
フ
ァ
ン
ト
に
は
名
称
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
こ
と
わ
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
各
フ
ァ
ン
ト
の
耕
地
は
か
な
ら
ず
し
も
連
続
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
道

③路
や
集
落
、
地
形
的
障
害
、
さ
ら
に
は
コ
ル
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
フ
ァ
ソ
ト
は
、
全
体
が
単
一
の
枷
垣

で
か
こ
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
図
に
示
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
フ
ァ
ン
ト
の
大
ま
か
な
外
形
で
あ
っ
て
、
細
部
は
無
視

　
　
　
④

し
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
こ
の
よ
う
な
フ
ァ
ン
ト
で
お
こ
な
わ
れ
る
輪
作
の
体
系
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
一
年
め
の
モ
ン
ス
ー
ン
季
に
は
テ
ユ
ー
ロ
・
マ
ッ

カ
イ
汁
9
δ
B
9
犀
鉱
、
冬
季
に
は
オ
オ
ム
ギ
冨
β
が
っ
く
ら
れ
る
。
こ
の
「
テ
ユ
ー
ロ
・
マ
ッ
ヵ
イ
」
と
い
う
の
は
、
大
き
い
ト
ー
モ
ロ
コ

シ
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
二
年
め
の
モ
ン
ス
ー
ン
季
に
つ
く
ら
れ
る
「
サ
ー
ノ
・
マ
ッ
カ
イ
」
ω
嘗
。
昏
晦
（
巴
（
小
さ
な
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
）
と
は

別
の
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
の
一
重
種
を
さ
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
マ
ッ
カ
イ
は
と
も
に
成
熟
に
四
～
五
ヵ
月
を
要
す
る
が
、
テ
ユ
ー
ロ
・
マ
ッ
カ

イ
は
サ
ー
ノ
・
マ
ッ
カ
イ
よ
り
も
作
付
期
、
収
穫
期
が
と
も
に
一
ヵ
月
億
ど
早
い
と
い
う
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
収
穫
ま
で
に
二
回
の
中
耕
を



要
し
、
そ
の
一
回
め
は
、
草
丈
二
〇
～
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
の
び
た
と
こ
ろ
で
除
草
を
か
ね
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
二
回
め
は
さ
ら
に

大
き
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
土
寄
せ
を
か
ね
て
お
こ
な
わ
れ
、
高
く
な
っ
た
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
が
倒
伏
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
二
年
め
の
モ
ン
ス
ー
ン
季
に
は
、
前
述
の
サ
ー
ノ
・
マ
ッ
カ
イ
お
よ
び
シ
コ
ク
ビ
エ
犀
o
O
o
の
混
播
が
お
こ
な
わ
れ
、
冬
季
に
は
コ
ム
ギ
σ
q
ρ
－

冨
昌
が
つ
く
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
モ
ン
ス
ー
ン
季
の
耕
地
で
は
、
サ
ー
ノ
・
マ
ッ
カ
イ
の
ほ
う
が
耕
地
に
早
く
作
付
さ
れ
る
。
シ
認
ク
ビ
エ
は

苗
床
で
一
〇
～
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
に
な
る
ま
で
育
て
ら
れ
た
あ
と
、
サ
ー
ノ
・
マ
ッ
カ
イ
が
数
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
び
た

と
こ
ろ
に
移
植
さ
れ
る
。
中
耕
、
除
草
さ
れ
た
サ
ー
ノ
・
マ
ッ
カ
イ
の
茎
間
に
、
女
性
が
集
団
と
な
っ
て
、
シ
コ
ク
ビ
エ
の
苗
を
手
で
移
植
し
て

　
　
　
　
　
⑥

い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
両
者
い
っ
し
ょ
に
成
育
す
る
が
、
シ
コ
ク
ビ
エ
の
収
穫
は
、
サ
ー
ノ
・
マ
ッ
カ
イ
の
収
穫
の
あ
と
に
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
年
目
の
モ
ン
ス
ー
ン
季
は
、
シ
コ
ク
ビ
エ
だ
け
が
っ
く
ら
れ
る
が
、
こ
の
と
き
は
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第2図 ターラ・シーカほか二集落，キバソの

まわりの主要ファントの分布

O　5QOrn熱、腎

へ
＼
2
犬

嵩
、
〕
シ
k
◎
卸
疋

4
　
戸
、
、
　
　
℃

　
　
　
、
1
一

　
　
需

つ
陥

＼
続
お
α

　
三
一
、

％

（太い破線はファソトの範囲，細い一点鎖線は村落

パンチャヤートの境界を示す）

直
播
栽
培
で
移
植
は
し
な
い
。
こ
の
場
合
、
二
〇
セ
ソ
チ
メ
…
ト
ル
ほ
ど
ま
で
密
に
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

長
し
た
も
の
を
、
ダ
ン
テ
O
碧
富
と
よ
ば
れ
る
農
具
で
ま
び
く
。
シ
コ
ク
ビ
エ
の
こ

の
つ
く
り
か
た
で
は
、
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
の
あ
い
だ
に
苗
を
移
現
す
る
二
年
め
の
モ
ン
ス

ー
ン
季
に
く
ら
べ
て
す
く
な
い
肥
料
で
す
む
と
言
わ
て
い
る
。
こ
の
年
の
冬
季
は
作
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
つ
く
ら
ず
に
休
閑
に
す
る
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
輪
作
体
系
が
、
作
物
の
作
付
順
序
か
ら
み
る
と
、

土
地
お
よ
び
労
働
力
の
常
時
的
な
有
効
利
用
を
目
指
し
た
、
精
緻
な
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
輪
作
体
系
で
は
、
作
付
期
、
収
穫
期
の
ち
が
う
作
物
や
品
種
が

巧
妙
に
配
列
さ
れ
て
い
る
と
雷
っ
て
も
よ
い
。
　
一
年
め
の
テ
ユ
ー
ロ
・
マ
ヅ
カ
イ
は
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
サ
ー
ノ
・
マ
ッ
カ
イ
よ
り
も
作
付
、
収
穫
と
も
早
い
が
、
こ

れ
は
航
送
に
コ
ム
ギ
よ
り
も
栽
培
時
期
の
早
い
オ
オ
ム
ギ
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
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第3図　ファントにおける作物の栽培時期

4321121110987654周

Aswin　1　Kartik　l　Marga　l　Poush　1　Magh　1　Fa］gur｝　IChaitraネノマール月IBaisakhl　Jestha【Asadh　ISrawanlBha（lra

］authulo　maltai

galiunkodosano mal｛ai

第1年

第2年

第3年

　　　第1表ターラ・シーカほか二集落のまわりの三ファント，キバソ

　　　　　　のまわりの三ファソトにおける輪作
1．　Shilcha

19771976

Sano　malcai鞠gahun

　　kodo
　　　　　　　　　　み
もhulO　mal〈ai－jau

kodo　　　　　　－banjllo

thulo　makai－jau

kodo　一banjho
sano　mal〈ai－gahun

　　kodo

S－1　Ulla　Songra　Ph．

S－2　Talla　Songra　Ph．

S－3　Penala　Ph．

2．　1〈hibag

　　　　　　　1977

　　　　　　　　　　ネ

thulo　makai－jau

kodo　　　　　　－banjho

sano皿akai－gahun

　　kodo

1976

1codo　一banjho
sano　malcai－gahun

　　l｛odo

thulo　makai－jau

K－1　A’lulpani　Ph．

K－2　Gaon　Ph．

K－3　Pandera　Ph．

＊The　seeds　oi　sano　makai　were　sown　again．

二
年
め
は
逆
に
、
作
付
、
収
穫
と
も
お
く
れ
る

サ
ー
ノ
・
マ
ッ
カ
イ
お
よ
び
シ
コ
ク
ビ
エ
と
コ

ム
ギ
が
く
み
あ
わ
さ
れ
て
い
る
。
　
一
年
め
二
年

間
と
も
モ
ン
ス
…
ン
季
は
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
が
主

と
な
り
、
冬
期
は
ム
ギ
類
が
っ
く
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
他
方
の
栽
培
時
期
に
あ
わ
せ
て
、
作

物
や
品
種
が
選
択
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
輪
作
体
系
で
は
、
し
た
が
っ
て
、
　
一

部
を
い
れ
か
え
た
り
し
て
作
付
順
序
を
変
更
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
第
三
図
は
、

各
作
物
の
栽
培
期
聞
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
状
況
は
よ
く
理
解
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

　
第
一
表
は
第
二
図
に
示
し
た
各
フ
ァ
ン
ト
に

お
け
る
、
以
上
の
よ
う
な
輪
作
体
系
に
そ
っ
た
、

一
九
七
六
一
七
七
年
の
作
付
状
況
（
予
定
も
含

む
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
注
意
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
表
に
示
し

た
作
物
の
作
付
が
、
か
な
ら
ず
し
も
各
フ
ァ
ン
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中部ネパール，マガール族の耕地制度と景観変化（小林）

ト
全
体
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
シ
ー
カ
の
ウ
ー
ラ
・
ソ
ソ
ラ
・
フ
ァ
ソ
ト
d
目
ρ
ω
o
⇔
σ
q
謎

℃
け
ρ
暮
で
は
、
一
九
七
七
年
の
モ
ン
ス
ー
ン
季
に
、
全
体
に
サ
…
ノ
・
マ
ッ
カ
イ
と
シ
コ
ク
ビ
エ
が
作
付
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
キ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ソ
の
パ
ソ
デ
ラ
・
フ
ァ
ン
ト
℃
き
α
Φ
蚕
注
げ
帥
艮
で
も
、
全
体
に
シ
コ
ク
ビ
エ
が
移
植
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
れ
は
、
前
述
の
フ
ァ
ソ
ト

に
お
け
る
土
地
利
用
惰
気
に
反
す
る
こ
と
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
実
際
は
そ
う
考
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
フ
ァ
ン
ト
に
お
け
る
こ
の
規
制
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
耕
地
に
お
け
る
家
畜
の
放
牧
と
関
係
し
て
お
り
、
作
付
開
始
（
放
牧
禁
止
）
期
と
収
穫
（
放
牧
開
始
）
期
が
あ
え

ば
、
作
付
に
多
少
の
変
更
が
あ
っ
て
も
問
題
は
お
こ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
フ
ァ
ソ
ト
内
の
耕
地
の
段
の
縁
な
ど
に
は
、
ダ
イ
ズ
ほ
か
マ
メ
類
な

ど
が
う
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
晦
・
こ
れ
も
同
様
で
あ
る
・

①
　
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
の
主
要
三
集
落
の
ま
わ
り
に
も
三
つ
の
フ
ァ
ン
ト
が
み
ら
れ
る

　
（
川
喜
圏
（
一
九
六
八
）
前
掲
、
囚
ρ
乏
二
野
汁
ρ
（
戸
㊤
課
）
o
℃
．
9
倖
こ
℃
℃
。
一
〇
1
崔
）

　
が
こ
こ
に
は
図
示
し
て
い
な
い
。

②
　
フ
ァ
ン
ト
全
体
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
部
の
ひ
と
ま
と
ま
り
の
耕
地
に
も
名
称

　
が
あ
り
、
と
き
に
は
こ
れ
ら
も
フ
ァ
ソ
ト
と
い
う
こ
と
ば
で
よ
ぼ
れ
る
こ
と
も
あ

　
る
。
こ
の
場
合
、
　
「
フ
ァ
ン
ト
」
は
こ
の
名
称
と
セ
ッ
ト
に
し
て
も
ち
い
ら
れ
る

　
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ぽ
、
ウ
ー
ラ
・
ソ
ン
ラ
。
フ
ァ
ン
ト
の
一
部
ニ
ル
バ
ン

　
閉
躍
び
ρ
5
α
q
は
、
ニ
ル
バ
ソ
・
フ
ァ
ン
ト
と
も
言
わ
れ
る
。

③
　
フ
ァ
ン
ト
を
分
断
す
る
よ
う
な
道
路
は
、
主
要
な
も
の
だ
け
で
あ
る
。
小
径
に

　
は
、
耕
地
の
申
央
、
あ
る
い
は
縁
を
通
じ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
場
合
に

　
は
、
何
度
か
柵
工
を
こ
え
る
こ
と
に
な
る
（
第
四
図
参
照
）
。

④
シ
ー
カ
の
三
フ
ァ
ソ
ト
の
名
称
と
分
布
に
つ
い
て
は
、
川
喜
田
氏
の
報
告
（
誕
ρ
－

　
護
ρ
置
言
（
お
誤
）
o
や
。
搾
嘘
ワ
這
）
と
か
な
り
の
く
い
ち
が
い
が
あ
る
。

⑤
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
に
お
け
る
輪
作
は
以
下
に
述
べ
る
も
の
と
若
干
の
ち
が
い
が
あ

　
る
。
こ
こ
で
の
作
付
順
序
は
一
年
め
モ
ン
ス
…
ソ
季
”
テ
ユ
ー
ロ
・
マ
ッ
カ
イ
、

　
冬
季
“
オ
オ
ム
ギ
、
二
年
め
モ
ン
ス
ー
ン
季
”
サ
ー
ノ
・
マ
ッ
カ
イ
、
冬
季
…
オ

　
オ
ム
ギ
、
三
年
め
モ
ン
ス
ー
ン
季
”
シ
コ
ク
ビ
エ
、
冬
季
”
休
閑
と
な
る
（
テ
ユ

　
ー
ロ
・
マ
ッ
カ
イ
等
に
つ
い
て
は
本
文
参
照
）
。
　
な
お
、
　
シ
コ
ク
ビ
エ
は
ト
ー
モ

　
ロ
コ
シ
と
と
も
に
つ
く
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
　
部
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
ま
た
一
年

　
め
、
二
年
め
と
も
冬
期
に
コ
ム
ギ
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
輪
作
体
系

　
は
川
喜
田
氏
の
報
告
（
H
（
ρ
宅
ρ
犀
一
撃
餌
魑
　
戦
げ
［
島
二
　
唱
℃
・
　
H
O
I
同
H
）
と
若
干
の
網
違
が
あ

　
る
が
、
デ
ー
タ
解
釈
上
の
問
題
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
こ
の
、
シ
コ
ク
ビ
エ
の
移
植
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
氏
の
考
察
が
あ
る
（
佐
々

　
木
高
明
（
一
九
七
〇
）
　
「
シ
コ
ク
ビ
エ
と
早
乙
女
一
田
植
の
起
源
に
つ
い
て
の

　
一
仮
説
」
　
『
季
刊
人
類
学
』
一
巻
一
号
、
四
ニ
ー
七
六
）
。

⑦
　
こ
れ
に
は
土
を
や
わ
ら
か
く
す
る
と
い
う
は
た
ら
き
も
あ
る
。

⑧
こ
の
よ
う
に
、
半
年
間
だ
け
畑
を
休
ま
せ
る
こ
と
を
「
休
閑
」
と
い
う
に
は
若

　
干
の
抵
抗
が
あ
る
。
こ
れ
に
あ
た
る
パ
ソ
ゾ
σ
言
忌
。
と
い
う
こ
と
ば
は
、
　
一

　
般
に
耕
地
に
何
も
つ
く
ら
ず
草
を
生
し
て
お
く
と
い
う
意
味
で
つ
か
わ
れ
る
。
な

　
お
、
以
上
の
よ
う
な
齢
…
作
は
、
川
喜
鐵
氏
の
、
シ
ー
カ
の
三
フ
ァ
ン
ト
に
お
け
る

　
輪
作
に
つ
い
て
の
報
告
（
厭
く
署
長
ぎ
（
お
置
）
o
℃
．
9
ダ
℃
℃
．
這
1
お
）
と
か
な

　
り
の
ち
が
い
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
川
喜
闘
氏
の
調
盃
以
後
の
変
化
（
こ
れ
に
つ
い

　
て
は
の
ち
に
述
べ
る
）
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
若
干
の
、
デ
ー
タ
解
釈

　
上
の
問
題
も
あ
る
。

105 （283）



⑨
　
こ
れ
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
若
干
の
ズ
レ
が
あ
る
。

　
こ
の
ズ
レ
に
つ
い
て
は
あ
と
で
述
べ
る
。

⑩
調
査
期
間
中
、
ウ
ー
ラ
・
ソ
ソ
ラ
・
フ
ァ
ン
ト
で
は
、
シ
コ
ク
ビ
エ
が
小
規
模

　
な
苗
床
の
ほ
か
、
ふ
つ
う
の
耕
地
に
も
愛
甲
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
を
み

　
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
キ
バ
ン
で
は
、
サ
ー
ノ
・
マ
ッ
カ
イ
の
茎
闘
に
、
シ
コ

　
ク
ビ
エ
を
移
植
す
る
の
は
、
家
族
人
員
数
の
多
い
も
の
に
か
ぎ
ら
れ
る
と
い
う
。

⑪
作
付
開
始
（
放
牧
禁
止
）
、
収
穫
終
了
（
放
牧
開
始
）
の
日
程
は
、
村
人
た
ち

　
の
合
議
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
村
落
パ
ン
チ
ャ
ヤ
…
ト

　
に
よ
っ
て
か
な
り
の
ち
が
い
が
あ
る
。
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
で
は
、
カ
リ
ガ
ン
ダ
キ
河

　
谷
の
市
場
町
ベ
ニ
切
Φ
註
に
駐
在
す
る
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
宮
門
に
よ
っ
て
任

　
命
さ
れ
た
農
民
よ
り
な
る
キ
サ
ソ
・
サ
ソ
ガ
タ
ソ
ヌ
冨
ρ
切
ω
固
コ
σ
q
暮
ゴ
四
⇒
（
農
業

　
委
員
会
）
が
立
案
し
、
そ
れ
を
村
人
一
般
に
提
示
す
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
る
。

　
シ
ー
カ
で
は
、
各
フ
ァ
ン
ト
が
属
す
地
区
の
住
民
集
会
で
決
定
さ
れ
る
。
キ
バ
ソ

　
で
は
、
村
落
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ー
ト
の
役
員
な
ど
二
一
名
の
農
民
で
構
成
さ
れ
る
委
員

　
会
で
決
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
、
集
会
は
、
輪
作
を
変
更
す
る
権
限
も
も
つ

　
て
い
る
。
な
お
、
放
牧
は
作
付
開
始
と
岡
隠
に
か
な
ら
ず
し
も
禁
止
さ
れ
る
わ
け

　
で
は
な
く
、
つ
ぎ
の
作
物
が
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
の
場
含
、
芽
が
で
て
数
セ
ン
チ
ほ
ど

　
に
の
び
る
ま
で
許
さ
れ
る
。

⑫
　
マ
メ
類
は
、
輪
作
に
く
み
い
れ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
な
お
、
マ
メ
類
以
外
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
も
み
ら
れ
た
。
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四
　
耕
地
の
所
有

　
以
上
の
よ
う
に
、
シ
ー
カ
谷
の
主
要
集
落
の
う
ち
、
集
村
を
な
す
も
の
の
ま
わ
り
に
は
、
三
つ
の
フ
ァ
ン
ト
が
み
ら
れ
、
そ
こ
で
は
三
年
を

単
位
と
す
る
輪
作
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
一
種
の
「
三
戸
制
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
成
立
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
か

　
　
　
　
①

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
記
述
で
、
こ
こ
に
お
け
る
耕
地
制
度
の
特
色
が
充
分
に
示
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
ま
だ
い
く

つ
か
の
側
面
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、
耕
地
の
所
有
に
か
ん
す
る
側
面
は
も
っ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
シ
ー
カ
谷
に
お
け
る
耕
地
の
所
有
の
し
か
た
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
注
図
さ
れ
る
点
は
、
各
農
民
が
三
つ
の
フ
ァ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
に
か
な
ら

ず
土
地
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
シ
ー
カ
、
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
で
は
と
く
に
こ
の
よ
う
な
農
民
が
多
く
、
こ
れ
ら
を
少
数
の

例
外
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
㎎
・

　
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
各
農
民
の
農
業
経
営
が
か
な
ら
ず
し
も
三
つ
の
フ
ァ
ソ
ト
の
な
か
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
と
関
連
し
て
い

る
。
各
農
民
は
フ
ァ
ン
ト
内
の
耕
地
に
く
わ
え
て
、
コ
ル
を
も
つ
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
お
ぎ
な
い
つ
つ
、
充
分
に
農
業
経
営
を
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
た
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ウ
ー
ラ
・
シ
ー
カ
9
ζ
ω
下
げ
ρ
に
居
住
す
る
一
農
民
の
場
合
、
フ
ァ
ン
ト
内
の
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耕
地
は
、
タ
ー
ラ
・
ソ
ン
ラ
・
フ
ァ
ソ
ト
6
9
目
塑
ω
8
σ
q
謎
男
冨
馨
の
一
ヵ
所
と
ウ
ー
ラ
・
ソ
ソ
ラ
・
フ
ァ
ン
ト
の
二
ヵ
所
で
あ
る
が
コ
ル

を
四
ヵ
所
に
も
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
二
ヵ
所
に
草
地
崔
θ
胃
ぴ
蟄
ユ
も
あ
る
。
　
こ
の
う
ち
、
ウ
！
ラ
・
ソ
ソ
ラ
・
フ
ァ
ン
ト
に
あ
る
耕
地
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ヵ
所
と
、
そ
の
近
く
に
あ
る
コ
ル
、
草
地
一
ヵ
所
ず
つ
の
所
在
を
第
四
図
（
図
で
は
A
農
民
）
に
示
し
た
。
別
の
デ
ゥ
ラ
リ
・
シ
ー
カ
U
窪
奉
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ω
欝
げ
ρ
に
居
住
す
る
農
民
の
場
合
、
フ
ァ
ン
ト
内
の
耕
地
は
タ
ー
ラ
・
ソ
ン
ラ
・
フ
ァ
ソ
ト
の
一
ヵ
所
で
あ
る
が
ほ
か
に
二
ヵ
所
に
コ
ル
、
一

ヵ
所
に
草
地
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
タ
ー
ラ
・
ソ
ン
ラ
・
フ
ァ
ソ
ト
の
耕
地
お
よ
び
コ
ル
ー
ヵ
所
を
の
ぞ
い
て
、
他
を
同
様
に
第
四
図

（
図
で
は
B
農
民
）
に
示
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
二
つ
、
ま
た
は
ひ
と
つ
の
フ
ァ
ソ
ト
に
し
か
土
地
を
も
た
な
い
農
民
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
シ
ー
カ
、
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
に

多
い
が
、
キ
バ
ソ
で
は
若
干
状
況
が
こ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
コ
ル
を
も
つ
農
民
は
多
く
、
そ
の
点
で
は
シ
ー
カ
、
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

わ
り
が
な
い
が
、
大
部
分
は
三
つ
の
フ
ァ
ソ
ト
に
土
地
を
も
ち
、
そ
う
で
な
い
者
は
す
く
な
い
と
書
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ち
が
い
に
は
、

な
に
か
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
は
検
討
し
た
い
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
こ
と
わ
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
キ
バ
ソ
で
も
、
シ
！
カ
、
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
と
同
様
に
、
そ
の
三
つ
の
フ
ァ
ソ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
大
き
さ
は
た
が
い
に
ひ
と
し
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
他
と
く
ら
べ
る
と
多
少
の
大
小
が
あ
る
。
ま
た
、
キ
バ
ン
で
は
大
多
数
の
農

民
が
三
つ
の
フ
ァ
ン
ト
に
土
地
を
も
つ
け
れ
ど
も
、
各
農
民
の
三
つ
の
フ
ァ
ン
ト
に
お
け
る
耕
地
は
そ
れ
ぞ
れ
大
き
さ
が
ひ
と
し
く
な
い
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

言
わ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
フ
ァ
ン
ト
に
あ
る
所
有
耕
地
を
他
の
フ
ァ
ソ
ト
の
も
の
と
比
較
す
る
と
大
小
が
み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
ほ
か
に
、
シ
垂
雪
谷
に
お
け
る
、
耕
地
の
所
有
の
し
か
た
に
つ
い
て
は
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
特
微
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
フ
ァ
ン
ト
内
の
耕
地
と
、
コ
ル
と
な
っ
て
い
る
耕
地
と
の
関
係
が
固
定
的
、
永
続
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
ル

と
な
っ
て
い
る
耕
地
を
フ
ァ
ソ
ト
の
な
か
に
く
み
い
れ
た
り
、
あ
る
い
は
逆
に
、
フ
ァ
ソ
ト
内
の
耕
地
を
コ
ル
に
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

耕
地
を
所
有
す
る
農
民
に
よ
っ
て
自
由
に
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
、
他
の
人
び
と
の
同
意
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
変
更
は
、

具
体
的
に
は
忌
垣
の
構
築
、
あ
る
い
は
そ
の
撤
去
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
フ
ァ
ソ
ト
に
隣
接
す
る
コ
ル
を
そ
こ
に
編
入
す
る
際
に
は
、
両
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者
の
境
に
あ
る
棚
垣
を
こ
わ
す
こ
と
に
な
り
、
一
方
フ
ァ
ン
ト
内
の
耕
地
を
コ
ル
に
す
る
に
は
、
そ
の
ま
わ
り
に
棚
垣
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
、
前
に
示
し
た
ウ
ー
ラ
・
シ
ー
カ
に
居
住
す
る
一
農
民
の
耕
地
の
ひ
と
つ
（
第
四
図
、
A
2
）
は
古
く
は
コ
ル
で
あ
っ
た
が
、
ネ
パ
ー

ル
暦
一
九
九
〇
年
（
一
九
三
二
一
三
三
年
）
に
ウ
ー
ラ
・
ソ
ン
ラ
・
フ
ァ
ン
ト
に
編
入
さ
れ
た
と
い
う
。

　
耕
地
の
、
土
地
利
用
規
制
に
関
与
し
た
地
位
の
、
こ
の
よ
う
な
変
更
が
所
有
者
だ
け
の
意
向
に
よ
っ
て
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ

の
耕
地
制
度
の
非
常
に
重
要
な
特
徴
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
シ
ー
カ
谷
の
住
罠
に
と
っ
て
、
フ
ァ
ソ
ト
の
な
か
に
土
地
を
も
ち
、
そ
こ
に

お
け
る
土
地
利
用
規
則
に
し
た
が
う
と
い
う
こ
と
は
、
主
と
し
て
、
そ
う
す
れ
ば
家
畜
の
害
か
ら
作
物
を
守
り
や
す
い
と
か
、
他
人
の
家
畜
が

自
分
の
耕
地
に
施
肥
し
て
く
れ
る
と
か
の
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
他
の

優
先
す
べ
き
こ
と
が
生
じ
れ
ば
、
所
有
耕
地
を
棚
壇
で
か
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
利
用
規
制
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
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①
川
喜
田
、
佐
々
木
雨
氏
は
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
「
三
圃
制
」
の
存
在
を
主
張
し
た
。

②
シ
ー
カ
谷
で
の
地
籍
測
量
は
、
一
九
七
六
年
一
二
月
～
一
九
七
七
年
一
月
の
あ

　
い
だ
に
終
了
し
た
が
、
調
査
時
点
で
は
ま
だ
ま
と
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
成
果

　
は
利
用
で
き
な
か
っ
た
。
農
民
の
土
地
所
有
に
つ
い
て
は
、
し
た
が
っ
て
、
す
べ

　
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。
な
お
、
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
で
は
、
住
罠
の
大
多
数
が
二

　
つ
の
フ
ァ
ソ
ト
に
し
か
土
地
を
も
た
な
い
と
い
う
。

③
　
こ
の
畏
厩
は
ウ
シ
四
頭
、
ス
イ
ギ
ュ
ウ
三
頭
も
飼
養
し
て
い
る
。
な
お
、
息
子

　
は
グ
ル
カ
兵
と
し
て
イ
ン
ド
で
勤
務
に
つ
い
て
い
る
。

④
　
こ
の
図
は
、
ブ
ラ
ン
ト
ソ
・
コ
ン
パ
ス
を
用
い
て
作
製
し
た
簡
易
測
量
図
で
あ

　
る
。

⑤
こ
の
民
活
は
ウ
シ
ニ
頭
、
ス
イ
ギ
ュ
ウ
三
頭
も
飼
養
し
て
い
る
。
息
子
の
一
人

　
は
グ
ル
カ
兵
と
し
て
イ
ン
ド
で
勤
務
に
つ
い
て
い
る
。
な
お
、
農
業
の
ほ
か
に
、

　
デ
ウ
ラ
リ
・
シ
ー
カ
で
茶
店
も
経
営
し
て
い
る
。

⑥
キ
バ
ン
で
は
、
三
つ
の
フ
ァ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
に
望
地
を
も
た
な
い
の
は
、
グ
ル

　
カ
兵
と
な
っ
て
、
い
っ
た
ん
村
を
は
な
れ
、
土
地
を
て
ば
な
し
た
あ
と
、
再
度
村

　
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
者
に
多
い
と
い
う
。

⑦
キ
バ
ソ
で
は
、
パ
ソ
デ
ラ
・
フ
ァ
ン
ト
が
最
大
で
、
最
小
は
ム
ル
バ
ニ
・
フ
”
，

　
ソ
ト
鷺
三
℃
ρ
巳
暦
げ
2
皆
で
あ
る
。
シ
ー
カ
で
は
、
タ
ー
ラ
・
ソ
ン
ラ
・
フ
ァ
ン

　
ト
が
最
大
で
、
ペ
ナ
ラ
・
フ
ァ
ソ
ト
勺
。
舜
㌶
勺
げ
舘
唇
が
最
小
、
　
パ
ウ
ド
ワ
ー

　
ル
で
は
、
ポ
ロ
・
ソ
ソ
ラ
・
フ
ァ
ン
ト
勺
。
出
。
ω
0
5
σ
q
毒
距
影
暮
、
ガ
ウ
ン
・
フ

　
ァ
ソ
ト
○
碧
溢
℃
び
p
暮
が
大
き
い
と
い
う
。

⑧
キ
バ
ン
に
居
住
す
る
一
農
民
は
、
三
つ
の
フ
ァ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
に
耕
地
を
も
つ

　
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
ム
ル
パ
ニ
・
フ
ァ
ソ
ト
に
あ
る
も
の
が
最
大
で
あ
る
と
い

　
う
。

⑨
　
フ
ァ
ン
ト
内
の
耕
地
の
コ
ル
化
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
家
を
つ
く
る
こ
と
も
可

　
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
シ
ー
カ
、
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
で
は
、
フ
ァ
ン
ト
の
中
央
で

　
も
許
さ
れ
る
と
い
う
が
、
キ
バ
ソ
で
は
フ
ァ
ン
ト
の
周
縁
都
の
土
地
以
外
は
不
可

　
能
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
フ
ァ
ソ
ト
の
ま
ん
な
か
に
家
を
つ
く
れ
ば
、
家
畜
を
つ

　
れ
て
、
そ
こ
に
出
入
す
る
の
が
困
難
だ
か
ら
と
い
う
理
由
に
よ
る
。
な
お
、
第
四

　
図
に
は
、
そ
う
し
て
つ
く
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
家
が
み
ら
れ
る
。
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五
　
高
度
帯
と
輪
作
体
系

　
こ
れ
ま
で
、
シ
ー
カ
谷
の
耕
地
制
度
の
特
色
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
シ
ー
カ
谷
の
な

か
で
も
高
度
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
に
立
地
す
る
、
集
村
形
態
を
と
る
集
落
の
ま
わ
り
で
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
場
所
で

は
、
こ
の
よ
う
な
特
色
が
か
な
ら
ず
し
も
全
薗
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
い
く
つ
か
の
側
面
で
、
鋼
の
か
た
ち
を
と
る
こ
と
も

多
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
タ
！
ラ
・
シ
ー
カ
ほ
か
二
集
落
の
南
に
ひ
ろ
が
る
、
散
村
形
態
を
と
る
集
落
で
は
、
コ
ル
だ
け
の
も
の
も
み
ら

れ
る
し
、
ま
た
フ
ァ
ン
ト
を
も
っ
て
い
て
も
、
三
年
単
位
の
輪
作
を
と
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
こ
の
耕
地
写
字
の
基
本
的

性
格
を
考
察
す
る
う
え
で
無
視
で
き
な
い
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
検
討
を
く
わ
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
っ
て
三
年
単
位
の
輪
作

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
フ
ァ
ン
ト
の
揚
合
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
タ
ー
ラ
・
シ
ー
カ
ほ
か
二
集
落
の
対
岸
に
あ
る
、
ス
ワ
ン
タ
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
み
ら
れ
る
典
型
的
な
場
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
フ
ァ

ソ
ト
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
だ
け
が
主
要
な
も
の
で
、
あ
と
は
だ
い
た
い
小
さ
く
、
重
要
性
を
も
た
な
い
。
こ
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

要
な
フ
ァ
ソ
ト
は
、
ふ
つ
う
ス
ワ
ン
タ
・
フ
ァ
ソ
ト
と
よ
ば
れ
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
輪
作
を
み
る
と
、
毎
年
モ
ン
ス
ー
ン
季
に
は
サ
ー
ノ
・

マ
ッ
カ
イ
、
冬
季
に
は
オ
オ
ム
ギ
ま
た
は
コ
ム
ギ
が
つ
く
ら
れ
、
休
閑
は
な
い
。
こ
う
し
た
一
年
単
位
の
輪
作
を
と
る
の
は
、
こ
の
フ
ァ
ン
ト

の
位
置
が
高
く
（
高
度
二
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
、
気
候
条
件
の
た
め
テ
ユ
ー
ロ
・
マ
ッ
カ
イ
が
で
き
な
い
こ
と
の
ほ
か
に
、
シ
コ
ク
ビ
エ
も
輪
作
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

く
み
こ
め
な
い
と
い
う
事
情
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
ス
ワ
ソ
タ
で
は
、
そ
の
ほ
か
の
フ
ァ
ン
ト
で
も
三
年
を
単
位
と
す
る
輪
作
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
う
し
た
例
は
、
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
一
部
で
も
み
ら
れ
る
。
パ
ワ
ド
ワ
ー
ル
で
は
、
主
要
集
落
の
ま
わ
り
の
三
フ
ァ
ン
ト
の
ほ
か
に
、
い
く
つ
か
の
フ
ァ
ン
ト
が
あ
る
。
そ
の
う

ち
、
ヒ
レ
・
フ
ァ
ン
ト
国
史
コ
缶
暮
で
は
、
毎
年
モ
ン
ス
…
ン
季
に
は
サ
ー
ノ
・
マ
ッ
カ
イ
、
冬
季
に
は
オ
オ
ム
ギ
と
い
う
一
年
単
位
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

輪
作
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
高
度
の
た
め
、
三
年
を
単
位
と
す
る
輪
作
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
な
フ
ァ
ソ
ト
で
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
土
地
利
用
規
制
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
か
わ
り
な
い
が
、
こ
う
し
た
フ

ァ
ン
ト
の
存
在
は
、
シ
…
力
谷
に
お
け
る
耕
地
制
度
が
、
三
年
を
単
位
と
す
る
輪
作
と
不
可
分
に
む
す
び
つ
い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
各
フ
ァ
ソ
ト
に
お
け
る
輪
作
は
、
む
し
ろ
高
度
帯
と
そ
れ
に
対
応
す
る
気
候
条
件
と
の
関
係
で
き
め
ら
れ
て
い
る
と
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

っ
て
よ
い
。
シ
ー
カ
谷
で
は
、
三
年
輪
作
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
高
度
帯
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
高
度
差
の
影
響
は
、
こ
れ
ら
三
年
を
単
位
と
す
る
輪
作
が
お
こ
な
わ
れ
る
フ
ァ
ソ
ト
で
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
で
は
、
は
っ
き

り
し
た
輪
作
の
ち
が
い
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
た
と
え
ぼ
、
オ
オ
ム
ギ
の
収
穫
は
シ
ー
カ
の
寝
装
、
フ
ァ
ソ
ト
の
上
部
と
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

部
で
一
ヵ
月
ほ
ど
ず
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
で
は
、
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
と
と
も
に
シ
コ
ク
ビ
エ
を
つ
く
る
の
は
、
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ア
ン
ト
に
よ
っ
て
は
下
部
の
方
だ
け
で
あ
る
。

①
と
き
に
は
ス
ワ
ン
タ
・
ダ
ン
プ
Q
Q
話
¢
。
纂
帥
U
ρ
ヨ
℃
と
も
よ
ば
れ
る
と
い
う

　
（
岡
行
し
た
隊
員
、
萩
森
敏
裕
氏
に
よ
る
）
。

②
シ
コ
ク
ビ
エ
は
、
コ
ル
に
つ
く
る
と
い
う
。
な
お
、
ス
ワ
ソ
タ
の
集
落
に
居
倥

　
す
る
農
民
は
、
皆
こ
の
フ
ァ
ン
ト
に
耕
地
を
も
つ
と
い
う
。

③
こ
れ
ら
で
は
、
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
つ
く
ら
れ
、
一
年
単
位
の
輪

　
作
を
お
こ
な
う
（
萩
森
角
に
よ
る
）
。

④
　
パ
ウ
ド
ワ
…
ル
に
は
す
く
な
く
と
も
一
〇
の
フ
ァ
ソ
ト
が
あ
り
、
そ
の
多
く
で

　
は
三
年
を
単
位
と
す
る
輪
作
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

⑤
　
サ
ー
ノ
・
マ
ッ
カ
イ
に
く
わ
え
て
、
マ
メ
類
も
栽
培
さ
れ
る
。

⑥
　
こ
の
フ
ァ
ソ
ト
の
高
度
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
主
要
三
フ
ァ
ソ
ト
の
ひ
と

　
つ
、
ポ
ロ
・
ソ
ン
ラ
・
フ
ァ
ン
ト
の
上
に
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
や
は

　
り
一
ご
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
と
思
わ
れ
る
。

⑦
キ
パ
ソ
在
住
の
一
農
民
（
シ
ー
守
谷
ー
ポ
カ
ラ
間
に
あ
る
、
ル
ム
レ
農
業
セ
ン

　
タ
ー
営
巳
Φ
禽
旨
E
げ
二
巴
O
魯
減
号
の
現
地
指
導
員
も
か
ね
て
い
る
）
に
よ

　
れ
ば
、
三
つ
の
フ
ァ
ン
ト
に
お
け
る
、
三
年
単
位
の
輪
作
は
高
度
二
〇
〇
〇
メ
ー

　
ト
ル
前
後
の
土
地
に
必
要
な
も
の
で
、
他
の
高
度
帯
で
は
、
フ
ァ
ン
ト
の
数
、
輪

　
作
周
期
と
も
に
不
定
だ
と
い
う
。

⑧
こ
の
揚
合
、
フ
ァ
ソ
ト
内
で
の
家
畜
の
放
牧
は
、
収
穫
の
早
く
お
わ
っ
た
と
こ

　
ろ
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る
。

⑨
第
三
節
、
注
⑤
に
述
べ
た
川
喜
田
氏
の
報
告
と
の
相
違
は
、
こ
の
よ
う
な
華
情

　
を
考
慮
に
い
れ
れ
ば
、
デ
…
タ
解
釈
上
の
問
題
と
し
て
難
な
く
理
解
さ
れ
る
。
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六
　
人
口
の
増
加
と
耕
地
の
拡
大

フ
ァ
ソ
ト
に
お
け
る
土
地
利
用
規
制
を
軸
と
し
た
シ
…
力
谷
の
耕
地
制
度
と
景
観
変
化
の
問
題
に
移
ろ
う
。
過
去
数
十
年
の
あ
い
だ
に
、
シ



中部ネパール，マガール族の耕地制度と景観変化（小

ー
カ
谷
で
お
き
た
景
観
変
化
に
お
い
て
、
こ
の
耕
地
制
度
は
、
す
く
な
か
ら
ぬ
意
義
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
新

し
く
開
拓
さ
れ
た
耕
地
を
一
定
の
秩
序
の
も
と
に
編
成
す
る
う
え
で
、
そ
れ
は
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お

け
る
役
割
は
、
こ
の
耕
地
制
度
の
基
本
的
性
格
を
考
え
る
に
際
し
て
、
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
言
え
る
が
、
こ
こ
で
直
接
そ
の
検

討
に
は
い
る
ま
え
に
、
こ
の
数
十
年
間
の
人
p
の
増
大
と
耕
地
の
拡
大
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
各
集
落
の
居
住
す
る
農
民
た
ち

の
記
憶
に
よ
れ
ゆ
こ
の
過
程
は
単
純
な
も
の
で
は
な
文
複
雑
な
か
た
ち
を
と
そ
お
り
・
華
の
検
討
を
要
す
る
の
で
あ
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
シ
ー
卸
量
に
お
け
る
人
口
増
加
は
、
す
で
に
川
喜
田
二
郎
氏
に
よ
っ
て
過
去
九
〇
年
間
に
三
倍
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
け
っ

し
て
過
大
な
も
の
で
は
な
い
・
た
と
え
ば
・
キ
づ
で
は
七
峯
ほ
ど
前
は
家
数
二
五
で
あ
・
た
と
い
う
ゆ
ネ
パ
「
ル
暦
二
〇
三
四
年
（
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

七
七
－
七
八
年
）
に
は
八
四
世
帯
（
四
四
八
人
）
と
な
り
、
家
数
を
世
帯
数
と
よ
み
か
え
れ
ば
三
倍
強
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
シ
…
力
村
落
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ソ
チ
ャ
ヤ
ー
ト
で
は
五
〇
年
ほ
ど
前
に
家
数
約
六
〇
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
ネ
パ
ー
ル
暦
二
〇
二
五
年
（
一
九
六
七
－
六
八
年
）
に
は
三
九
四
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

帯
（
二
、
二
九
九
人
）
と
な
り
、
キ
バ
ン
と
同
様
に
み
る
と
実
に
六
倍
強
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
古
く
は
一
世
帯
あ
た
り
の
人
数
は
多
か
っ
た
と

言
わ
れ
、
こ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
人
口
の
増
加
比
と
み
な
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
川
喜
田
琉
の
推
定
は
か
な
り
の
確
度
を
も
つ
も
の
と
雷
っ

て
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
人
口
増
加
に
と
も
な
う
集
落
の
変
化
は
、
既
存
の
も
の
の
拡
張
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
新
し
い
家
屋
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
古
い
集

落
か
ら
は
な
れ
た
と
こ
ろ
に
も
つ
く
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
ス
ワ
ソ
タ
に
は
七
〇
年
ほ
ど
前
に
は
家
も
畑
も
な
か
っ
た
が
、
五
〇
年
ほ
ど
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
四
軒
ほ
ど
の
家
が
で
き
、
三
五
年
忌
ど
前
に
な
る
と
、
一
〇
～
一
二
戸
ほ
ど
に
増
加
し
、
現
在
は
五
〇
世
帯
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
か
た

ち
で
の
新
し
い
集
落
の
出
現
は
、
フ
ァ
ラ
テ
℃
げ
巴
暮
Φ
ゴ
プ
テ
カ
ル
カ
O
o
讐
Φ
犀
げ
銭
周
（
p
で
も
お
こ
っ
た
と
雷
わ
れ
る
。
今
日
、
こ
れ
ら
の

集
落
は
い
ず
れ
も
散
村
形
態
を
と
る
が
、
こ
の
こ
と
は
そ
の
成
立
の
新
し
さ
と
関
連
し
て
い
る
。

　
耕
地
の
拡
大
も
こ
れ
に
平
行
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
あ
た
ら
し
い
集
落
で
は
ま
ず
個
人
的
な
コ
ル
の
開
発
と
い
う
か
た
ち
を
と

　
　
　
　
　
　
　
⑨

っ
て
す
す
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
は
じ
め
家
畜
放
牧
用
の
仮
小
屋
ゴ
ー
ト
が
つ
く
ら
れ
、
コ
ル
が
あ
る
程
度
ひ
ら
か
れ
た
と
こ
ろ
で
移
住
が
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お
こ
な
わ
れ
、
さ
ら
に
コ
ル
が
ひ
ら
か
れ
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
一
般
的
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
新
し
い
移
住
者
が
増
加
す
る
と

と
も
に
、
古
い
移
住
者
は
分
家
を
か
さ
ね
、
コ
ル
の
拡
充
は
急
速
に
す
す
ん
だ
。
さ
き
に
述
べ
た
フ
ァ
ラ
テ
、
ゴ
プ
テ
カ
ル
カ
、
さ
ら
に
は
キ

バ
ソ
の
南
部
で
は
、
こ
の
状
態
が
ま
だ
つ
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
が
、
ス
ワ
ン
タ
で
は
さ
ら
に
変
化
が
お
こ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
す
べ
に
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
よ
う
な
フ
ァ
ン
ト
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
既
存
の
、
集
村
形
態
を
と
る
集
落
の
ま
わ
り
に
も
耕
地
が
ひ
ら
か
れ
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
は
同
時
に
フ
ァ
ソ
ト
の
拡
大
を
と
も
な
っ

て
い
た
。
新
し
い
コ
ル
が
造
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
　
フ
ァ
ン
ト
が
そ
の
周
囲
の
コ
ル
を
あ
わ
せ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
み
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
タ
ー
ラ
・
シ
ー
カ
ほ
か
二
集
落
の
ま
わ
り
で
は
、
　
こ
う
し
て
、
　
五
〇
年
ほ
ど
前
に
は
畑
の
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
ム
ル
パ
ニ
寓
巳
℃
9
巳

（
デ
ゥ
ラ
リ
・
シ
ー
カ
の
南
）
が
コ
ル
に
う
め
つ
く
さ
れ
、
低
部
に
し
か
畑
の
な
か
っ
た
ニ
ル
バ
ソ
が
ウ
ー
ラ
・
ソ
ン
ラ
・
フ
ァ
ン
ト
に
ふ
く
ま
れ

　
　
　
　
　
⑪

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
変
化
が
お
こ
っ
た
（
第
四
図
参
照
）
。
　
キ
バ
ン
で
も
類
似
の
う
ご
き
が
み
ら
れ
、
各
フ
ァ
ン
ト
は
、
上
部
へ
隣
接
し
た
コ

ル
を
併
合
し
て
拡
大
し
た
と
言
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
タ
ー
ラ
・
シ
ー
カ
ほ
か
二
集
落
の
ま
わ
り
に
お
こ
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
う
ご
き
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
三
つ
の
フ
ァ
ン
ト
が
あ
る
が
、
実
は
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

か
な
り
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
の
フ
ァ
ン
ト
の
う
ち
、
ペ
ナ
ラ
フ
ァ
ン
ト
は
あ
た
ら
し
く
、
か
つ
て
は
コ
ル
の
集
合
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

そ
れ
が
フ
ァ
ン
ト
に
転
換
さ
れ
た
の
は
、
二
五
年
ほ
ど
前
で
、
そ
れ
以
前
は
ふ
た
つ
の
フ
ァ
ン
ト
し
か
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
は

輪
作
体
系
も
現
在
の
も
の
と
大
は
ば
に
こ
と
な
り
、
タ
ー
ラ
・
ソ
ン
ラ
・
フ
ァ
ソ
ト
と
ウ
ー
ラ
・
ソ
ソ
ラ
・
フ
ァ
ソ
ト
で
二
年
を
単
位
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

輪
作
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

　
フ
ァ
ン
ト
の
数
に
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
輪
作
体
系
に
お
け
る
変
化
は
キ
バ
ソ
で
も
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
現
在
の
よ
う
な
輪
作
を
お
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
二
年
ほ
ど
前
か
ら
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
は
休
閑
の
な
い
も
の
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
う
ご
き
と
は
別
に
、
も
う
ひ
と
つ
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
変
化
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
以
上
の
よ
う
な
人
口
増
大
と
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耕
地
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
、
森
林
が
い
ち
じ
る
し
く
減
少
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、
単
純
に
森
林
を
潰
廃
し
つ
つ
、
耕
地

が
拡
大
し
た
結
果
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
村
人
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
現
在
耕
地

が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
か
つ
て
は
森
林
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ
の
消
滅
は
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
を
こ

え
て
、
は
る
か
に
広
範
囲
に
お
よ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

①
　
シ
ー
カ
谷
で
は
、
こ
こ
数
十
年
間
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
過
去
の
こ
と
に
つ
い

　
て
は
、
文
書
な
ど
、
轡
か
れ
た
資
料
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ

　
の
た
め
、
最
近
の
人
ロ
デ
ー
タ
以
外
の
資
料
収
集
は
、
年
配
の
農
事
達
へ
の
イ
ン

　
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
農
民
達
は
、
そ
の
青
壮
年
期
に
、
グ
ル
カ
兵
と

　
し
て
イ
ン
ド
な
ど
に
勤
務
し
、
十
数
年
前
後
の
あ
い
だ
シ
ー
カ
谷
を
は
な
れ
て
い

　
た
こ
と
が
あ
る
の
が
ふ
つ
う
で
、
そ
の
不
在
期
喪
中
の
村
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

　
あ
い
ま
い
な
記
憶
し
か
も
た
な
い
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
年
令
の
ち
が
う
人
び

　
と
の
語
る
こ
と
を
つ
な
げ
れ
ば
、
ほ
ぼ
連
続
し
て
変
化
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
川
喜
田
（
一
九
六
八
）
前
掲
。

③
　
キ
バ
ソ
在
住
の
八
四
歳
（
調
査
当
時
）
の
老
人
に
よ
る
。
な
お
彼
は
第
一
次
大

　
戦
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
に
従
軍
・
し
た
こ
と
が
あ
る
。

④
ヒ
ス
タ
ソ
村
落
パ
ソ
チ
ャ
ヤ
ー
ト
資
料
に
よ
る
。
な
お
キ
バ
ソ
で
は
、
古
く
は

　
現
在
の
主
要
集
落
の
部
分
に
し
か
家
が
な
か
っ
た
が
、
今
日
で
は
か
な
り
南
部
ま

　
で
散
居
的
な
集
落
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
こ
れ
ら
の
集
落
の
も
の
も
ふ

　
く
ん
で
い
る
。

⑤
デ
ウ
ラ
リ
・
シ
ー
カ
に
居
住
す
る
六
～
歳
（
調
査
当
時
）
の
老
人
に
よ
る
。

⑥
シ
ー
カ
村
落
パ
ソ
チ
ャ
ヤ
ー
ト
の
資
料
に
よ
る
。

⑦
今
殴
の
シ
…
力
村
落
パ
ソ
チ
ャ
ヤ
ー
ト
の
領
域
に
は
、
外
翼
か
ら
移
住
し
た
者

　
も
多
い
と
言
わ
れ
る
。
な
お
、
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
村
落
パ
ソ
チ
ャ
ヤ
ー
ト
の
世
帯
数

　
は
ネ
パ
ー
ル
暦
二
〇
〇
〇
年
（
一
九
四
三
－
四
照
年
）
ご
ろ
に
は
一
五
〇
ほ
ど
だ

　
つ
た
が
、
二
〇
三
三
年
（
一
九
七
六
一
七
七
年
）
に
は
二
五
九
と
な
っ
て
い
る
。

⑧
　
タ
ー
ラ
・
シ
ー
カ
に
屠
住
す
る
八
一
歳
（
調
査
当
時
）
の
老
人
、
ス
ワ
ソ
タ
に

　
居
卸
す
る
六
〇
歳
（
同
）
の
老
人
に
よ
る
。

⑨
コ
ル
は
私
有
地
に
開
発
ざ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
開
発
に
さ
き
ん
じ
て
、

　
何
度
か
来
開
拓
地
の
配
分
が
農
民
た
ち
の
あ
い
だ
で
お
こ
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
な
お
、
現
在
で
は
公
有
地
で
あ
る
森
林
を
私
的
に
開
発
す
る
に
は
政
府
の
許
可
が

　
必
要
で
あ
る
。

⑩
　
ス
ワ
ソ
タ
の
フ
ァ
ン
ト
が
形
成
さ
れ
た
隣
点
に
つ
い
て
は
確
認
す
る
こ
と
が
で

　
き
な
か
っ
た
。

⑪
　
デ
ウ
ラ
リ
・
シ
ー
カ
に
居
住
す
る
老
人
（
調
査
当
時
六
一
歳
）
に
よ
る
。

⑫
　
デ
ウ
ラ
リ
・
シ
ー
カ
に
居
住
す
る
五
五
歳
（
調
査
当
時
）
の
三
民
ら
に
よ
る
。

⑬
　
一
年
め
の
モ
ン
ス
ー
ン
季
は
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
、
冬
季
は
ナ
オ
ム
ギ
、
二
年
め
の

　
モ
ン
ス
ー
ン
季
は
シ
コ
ク
ビ
エ
、
冬
季
は
コ
ム
ギ
と
い
う
輪
作
で
あ
っ
た
と
い

　
う
。
な
お
、
ペ
ナ
ラ
・
フ
ァ
ソ
ト
創
設
後
も
こ
の
輪
作
体
系
は
つ
づ
ぎ
、
三
フ
ァ

　
ン
ト
に
お
け
る
現
在
の
よ
う
な
輪
作
が
開
始
さ
れ
た
の
は
一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
と

　
い
う
。

⑭
　
一
年
め
の
モ
ン
ス
…
ソ
季
は
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
、
冬
季
は
オ
オ
ム
ギ
、
二
年
め
の

　
モ
ン
ス
ー
ン
季
は
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
、
冬
季
は
コ
ム
ギ
、
三
年
・
め
の
モ
ン
ス
ー
ン
季

　
は
シ
コ
ク
ビ
エ
、
冬
季
は
コ
ム
ギ
と
い
う
輪
作
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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七
　
景
観
変
化
と
耕
地
制
度

　
シ
ー
カ
谷
に
お
け
る
、
以
上
の
よ
う
な
変
化
に
お
い
て
、
こ
の
耕
地
制
度
の
は
た
し
た
役
割
は
い
く
つ
か
の
側
面
に
お
よ
ん
で
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
い
ず
れ
も
緊
密
に
関
係
し
あ
っ
て
お
り
、
個
々
を
と
り
だ
し
て
議
論
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
大
き
く
三

つ
に
わ
け
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
そ
の
第
一
の
も
の
は
、
こ
こ
に
お
け
る
変
化
の
う
ち
、
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
と
思
わ
れ
る
フ
ァ
ソ
ト
の
形
成
と
そ
の
拡
大
に
お
け
る
も
の

で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
制
度
で
は
、
フ
ァ
ン
ト
内
の
耕
地
と
コ
ル
と
な
っ
て
い
る
耕
地
の
関
係
が
固
定
的
、
永
続
的
な
も
の

で
は
な
い
。
コ
ル
の
フ
ァ
ソ
ト
へ
の
編
入
、
フ
ァ
ソ
ト
内
の
耕
地
の
コ
ル
化
と
い
う
土
地
利
用
規
制
に
関
与
し
た
、
耕
地
の
地
位
の
変
更
が
、

所
有
者
だ
け
の
意
向
に
よ
っ
て
容
易
に
お
こ
な
え
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ァ
ソ
ト
の
存
続
が
、
そ
こ
に
土
地
を
も
つ
農
民
各
個
人

の
共
通
に
享
受
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
の
存
在
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ァ
ン
ト
内
に
耕
地
を
も
つ
人
び
と
の
大

多
数
が
、
こ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
解
体
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
他
方
、
現
在
は
何
人
か
の
個
人

の
所
有
す
る
コ
ル
の
集
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
個
人
が
、
そ
こ
に
お
け
る
耕
地
を
フ
ァ
ン
ト
に
編
成
す
る
の
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
れ
ば
、

そ
れ
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
フ
ァ
ソ
ト
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
容
易
に
お
こ
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
フ
ァ
ン
ト
の
解
体
は
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
の
　
部
で
み
ら
れ
た
と
い
う
し
、
逆
の
プ
ロ
セ
ス
も
、
す
で
に
述
べ
た

ペ
ナ
ラ
・
フ
ァ
ン
ト
で
お
こ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
ほ
か
、
新
し
い
フ
ァ
ン
ト
の
発
生
は
す
べ
て
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
土
地
利
用
規
制
に
関
与
し
た
、
耕
地
の
地
位
の
変
更
が
、
容
易
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
フ
ァ
ソ
ト
の
拡
大
に
と
っ
て
も
大
き
な

意
義
を
も
っ
た
。
こ
れ
は
、
す
で
に
示
し
た
例
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
コ
ル
と
な
っ
て
い
た
耕
地
の
、
フ
ァ
ン
ト
へ
の
接
合
が
徐
々
に
お
こ

な
わ
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
現
在
、
各
フ
ァ
ン
ト
に
は
い
く
つ
か
の
場
所
に
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
断
片
的
な
石
壇
が

み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
か
つ
て
は
コ
ル
を
と
り
か
こ
む
柵
垣
と
し
て
機
能
し
て
い
た
も
の
の
な
ご
り
で
あ
る
（
第
四
図
）
。
こ
う
し
た
石
垣
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中部ネパール，マガール族の耕地制度と景観変化（小林〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
が
、
い
か
に
広
範
囲
に
す
す
め
ら
れ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
プ
μ
セ
ス
に
よ
っ
て
、
ま
ず
コ
ル
と
し
て
開
発
さ
れ
た
耕
地
は
、
一
定
の
密
度
に
達
す
る
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
新
し
く
フ
ァ
ソ

ト
に
編
成
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
も
の
に
編
入
さ
れ
た
り
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
の
関
連
で
第
二

に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
変
動
を
と
も
な
う
耕
地
の
再
編
成
が
、
農
民
各
個
人
の
農
業
経
営
に
深
刻
な
影
響
を
あ
た
え
ず
に

お
こ
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
各
農
蔑
は
、
自
分
の
耕
地
が
フ
ァ
ン
ト
内
に
あ
る
と
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
と

ひ
き
か
え
に
、
そ
の
耕
地
に
お
け
る
耕
作
を
一
定
の
作
付
順
序
に
そ
っ
て
お
こ
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
糊
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
場
合
、
所
有
す
る
耕
地
が
、
各
フ
ァ
ソ
ト
に
都
合
よ
く
配
分
さ
れ
て
い
れ
ば
問
題
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
土
地
利
用
規
制
に
し
た
が

い
つ
つ
、
農
民
各
個
人
は
そ
れ
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
な
が
ら
農
業
経
営
を
支
障
な
く
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
所
有
耕
地

の
分
布
態
様
に
よ
っ
て
は
、
フ
ァ
ソ
ト
に
お
け
る
土
地
利
用
規
制
は
、
農
民
各
個
人
の
農
業
経
営
と
矛
盾
す
る
、
重
大
な
倉
男
に
転
化
し
か
ね

な
い
。
た
と
え
ば
、
人
口
増
大
に
と
も
な
う
分
家
－
相
続
に
よ
っ
て
、
所
有
耕
地
が
ひ
と
つ
の
フ
ァ
ン
ト
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と

③が
お
こ
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
耕
地
制
度
の
も
と
で
は
、
し
か
し
、
こ
う
し
た
問
題
は
容
易
に
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
農
民
は
そ
の
唯
一
の
土
地
を

か
こ
い
こ
ん
で
コ
ル
に
し
、
フ
ァ
ン
ト
に
お
け
る
土
地
利
用
規
制
を
は
な
れ
て
、
そ
の
都
合
に
あ
わ
せ
て
農
業
経
営
が
お
こ
な
え
る
よ
う
に
な

　
　
　
　
　
④

る
わ
け
で
あ
る
。
コ
ル
の
フ
ァ
ン
ト
へ
の
編
入
、
フ
ァ
ソ
ト
内
の
耕
地
の
コ
ル
化
が
所
有
者
だ
け
の
意
向
に
よ
っ
て
容
易
に
お
こ
な
え
る
こ
と

が
、
重
要
な
意
義
を
も
つ
の
は
、
こ
う
し
た
限
定
さ
れ
た
場
合
に
か
ぎ
ら
れ
な
い
。
こ
の
規
則
は
、
フ
ァ
ソ
ト
の
形
成
や
拡
大
に
お
い
て
、
さ

ら
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
土
地
利
用
規
則
に
し
た
が
う
こ
と
と
ひ
き
か
え
に
も
た
ら
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
の
大
き

い
場
合
に
だ
け
、
農
民
が
自
分
の
耕
地
を
フ
ァ
ン
ト
に
加
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
彼
ら
が
自
家
の
農
業
経
営
を
第
一
に
優
先
す
る
こ
と
を
保

証
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
土
地
規
制
を
と
も
な
う
フ
ァ
ソ
ト
は
、
農
民
各
個
人
の
事
情
と
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
拡
大
さ
れ
、
彼
ら
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に
メ
リ
ッ
ト
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
同
時
に
、
耕
地
に
新
し
い
秩
序
が
も
た
ら
さ
れ
る
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
と
も
に
、
第
三
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
シ
ー
草
画
の
多
様
な
環
境
の
よ
り
高
度
な
利
用
に
お
け
る
こ
の
耕
地
制
度
の
役
割
で
あ
る
。

前
節
で
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
数
十
年
間
の
耕
地
の
拡
大
は
、
同
時
に
、
高
度
二
〇
〇
〇
メ
…
ト
ル
前
後
を
中
心
と
し
て
い
た
シ
ー
カ
谷

の
農
業
的
土
地
利
用
が
、
他
の
高
度
帯
に
拡
張
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
。
新
し
い
耕
地
は
、
作
物
の
生
育
条
件
の
ち
が
う
土
地
に

も
ひ
ら
か
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
場
合
、
新
し
い
環
境
下
に
ひ
ら
か
れ
た
耕
地
も
、
そ
の
一
部
は
フ
ァ
ソ
ト
に
編
入
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
の
輪
作

は
こ
れ
ま
で
の
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
高
度
帯
と
そ
れ
に
対
応
す
る
気
候
条
件
と
の
関
係
で
き
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
気
候
条
件
に
応

じ
て
、
作
物
や
品
種
が
選
択
さ
れ
、
適
当
な
か
た
ち
の
輪
作
体
系
が
く
み
た
て
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
フ
ァ
ン
ト
で
の
輪
作
に
か
ん
す
る
、
こ
の
制
度
の
こ
う
し
た
柔
軟
性
は
、
高
度
差
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
る
、
シ
ー
磯
谷
の
多
様
な
環
境

を
、
よ
り
集
約
的
、
組
織
的
に
利
用
す
る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
高
度
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

前
後
と
同
様
の
、
耕
地
に
お
け
る
秩
序
が
、
他
の
高
度
帯
に
も
つ
く
り
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
耕
地
に
お
け
る
秩
序
を
具
体
化
し
、
景
観
と
し
て
表
現
す
る
も
の
は
、
耕
地
の
ま
わ
り
の
柵
垣
で
あ
っ
た
。
こ
の
耕

地
制
度
で
は
、
早
番
が
、
耕
地
の
土
地
利
用
規
綱
に
か
ん
す
る
地
位
を
決
定
す
る
。
棚
垣
の
あ
り
か
た
に
よ
っ
て
、
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
内

部
で
の
土
地
利
用
の
自
由
が
保
証
さ
れ
、
他
の
場
合
に
は
、
共
同
体
的
な
土
地
利
用
規
制
が
お
よ
ぶ
こ
と
に
な
る
。
家
畜
よ
け
で
あ
る
こ
と
を

媒
介
と
し
て
、
そ
れ
は
い
く
つ
か
の
機
能
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
こ
の
耕
地
制
度
は
フ
ァ
ン
ト
に
お
け
る
土
地
利
用
規
制
を
軸
と
し
つ
つ
も
、
同
時
に
コ
ル
を
も
つ
つ
み
こ
む

も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ル
に
は
、
フ
ァ
ン
ト
に
お
け
る
よ
う
な
、
共
同
体
的
な
土
地
利
用
輝
輝
は
関
与
し
な
い
が
、

や
は
り
こ
の
耕
地
制
度
に
そ
っ
た
も
の
と
し
て
存
在
す
る
。
耕
地
は
、
い
ず
れ
も
個
人
的
、
自
然
発
生
的
に
ひ
ら
か
れ
た
コ
ル
に
は
じ
ま
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
は
じ
め
か
ら
柵
垣
に
と
り
か
こ
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
ひ
と
つ
の
秩
序
の
も
と
に
編
成
さ
れ

た
も
の
と
し
て
生
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
耕
地
欄
度
で
は
、
実
際
、
柵
垣
に
か
こ
ま
れ
な
い
耕
地
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
こ
こ
数
一
〇
年
間
の
い
ち
じ
る
し
い
耕
地
の
拡
大
は
、
同
時
に
柵
垣
の
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
と
も
謡
う
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ー

カ
谷
の
農
業
景
観
は
、
こ
れ
を
軸
に
し
て
、
秩
序
づ
け
ら
れ
、
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　
①
　
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
の
上
部
、
マ
テ
ィ
ッ
営
葺
に
あ
っ
た
フ
ァ
ン
ト
は
、
数
年
前
よ
　
　
　
　
③
　
シ
…
片
谷
の
マ
ガ
ー
ル
族
の
相
続
側
度
で
は
、
こ
の
よ
う
な
揚
合
は
充
分
お
こ

　
リ
コ
ル
化
し
て
、
耕
地
の
所
有
者
の
意
向
ど
う
り
の
作
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
つ
　
　
　
　
り
う
る
（
図
ρ
託
欝
賦
汁
P
（
這
謹
）
。
℃
．
。
博
f
℃
喝
．
ト
ニ
㊤
①
あ
同
b
。
9
参
照
）
。

　
た
と
い
う
（
萩
野
氏
の
調
査
デ
ー
タ
に
よ
る
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
村
人
の
一
般
的
説
明
に
よ
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
フ
ァ
ソ
ト
に
し
か
土
地
を
も
た
な

　
②
　
こ
れ
ら
の
断
片
的
な
石
垣
の
一
部
は
、
現
在
も
一
定
の
機
能
を
も
っ
て
い
る
が
、
　
　
　
　
い
よ
う
な
場
合
、
そ
れ
を
コ
ル
に
す
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
述
べ
る
。

中部ネパール，マガール族の耕地制度と景観変化（小林）

八
　
輪
作
体
系
と
家
畜
飼
養

　
シ
ー
カ
谷
に
お
け
る
、
こ
こ
数
十
年
間
の
人
口
増
大
お
よ
び
耕
地
の
拡
大
に
と
も
な
う
景
観
変
化
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
耕
地
制
度
と

の
密
接
な
関
係
に
お
い
て
進
行
し
た
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
こ
に
お
け
る
輪
作
体
系
と
、

家
畜
飼
養
と
の
関
係
に
か
ん
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
す
で
に
何
度
も
述
べ
た
よ
う
に
、
シ
ー
カ
谷
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ァ
ソ
ト
に
お
け
る
輪
作
は
、
そ
の
立
地
す
る
高
度
帯
と
そ
れ
に
対
応
す
る

気
候
条
件
と
の
関
係
で
き
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
多
く
の
場
合
、
非
常
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
高
度
工
○
○
○
メ

ー
ト
ル
前
後
に
立
地
す
る
、
主
要
集
落
の
ま
わ
り
の
フ
ァ
ソ
ト
で
お
こ
な
わ
れ
る
輪
作
で
は
、
休
閑
は
三
年
に
一
度
、
半
年
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ま
た
、
ス
ワ
ン
タ
・
フ
ァ
ソ
ト
、
ヒ
レ
・
フ
ァ
ン
ト
で
は
、
休
閑
の
ま
っ
た
く
な
い
輪
作
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
で
は
、
耕
地
は
ほ
と

ん
ど
休
む
間
も
な
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
く
わ
え
て
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
輪
作
で
は
飼
料
用
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

物
が
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
作
物
は
ほ
と
ん
ど
穀
物
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。

　
輪
作
体
系
に
お
け
る
、
以
上
の
よ
う
な
特
徴
は
、
そ
れ
が
直
接
的
な
食
料
生
産
に
む
け
て
く
み
た
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
増
加
す
る
人
口
を
支
え
る
た
め
、
穀
物
の
生
産
を
増
大
さ
せ
る
よ
う
、
耕
地
が
非
常
に
集
約
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
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は
、
耕
地
は
文
字
ど
う
り
酷
使
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
耕
地
の
こ
う
し
た
利
用
の
し
か
た
は
、
一
方
で
耕
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
家
畜
の
飼
料
が
す
く
な
く
な
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
る
。
飼
料
用
の
作
物
は
皆
無
で
あ
る
う
え
に
、
休
閑
地
で
の
放
牧
期
聞
は
み
じ
か
く
、
し
か
も
草
の
す
く
な
い
冬
季
と
い
う
こ
と
で
重
要
性

を
も
た
な
い
。
ま
た
収
穫
後
の
刈
り
あ
と
放
牧
に
よ
っ
て
、
家
畜
を
飼
養
で
き
る
期
間
も
長
く
は
な
い
。
タ
ー
ラ
・
シ
ー
カ
ほ
か
二
集
落
の
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

わ
り
の
、
三
つ
の
フ
ァ
ン
ト
の
刈
り
あ
と
地
で
家
畜
を
飼
養
で
き
る
の
は
、
実
際
は
年
問
二
ヵ
月
ほ
ど
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
他
方
、
家
畜
の
放
牧
に
よ
る
耕
地
へ
の
施
肥
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
こ
の
よ
う
な
輪
作
体
系
で
は
、
耕
地
に
お
け
る
家

畜
の
放
牧
期
間
が
み
じ
か
い
た
め
、
施
肥
は
一
時
期
に
集
中
的
に
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
フ
ァ
ン
ト
に
お
い
て
収
穫
が
終

了
す
る
と
、
各
農
民
は
、
ゴ
ー
ト
を
つ
く
っ
て
家
畜
を
放
牧
す
る
が
、
そ
の
場
合
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
耕
地
に
家
畜
を
集
中
さ
せ
る
。
ゴ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ト
の
ま
わ
り
に
あ
つ
め
た
、
ト
ー
モ
ロ
コ
シ
や
シ
コ
ク
ビ
エ
の
稗
を
、
す
こ
し
ず
つ
家
畜
に
あ
た
え
る
よ
う
に
し
、
と
き
に
は
自
分
の
耕
地
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

コ
ル
の
よ
う
に
と
り
か
こ
ん
で
、
家
畜
の
糞
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
す
る
わ
け
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ァ
ン
ト
に
お
け
る
刈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

り
あ
と
地
の
放
牧
は
、
そ
こ
に
耕
地
を
も
た
な
い
も
の
で
も
お
こ
な
え
る
が
、
実
際
は
、
作
物
の
稗
な
ど
は
所
有
者
が
あ
つ
め
て
し
ま
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

が
多
く
、
放
牧
開
始
後
、
五
～
一
〇
日
ほ
ど
も
す
れ
ば
、
耕
地
の
衷
薗
に
は
何
も
残
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
場
合
、
他
人
の
家
畜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
よ
る
施
肥
を
期
待
せ
ず
に
、
自
分
の
家
畜
の
糞
を
よ
り
有
効
に
利
用
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
こ
に
お
け
る
輪
作
体
系
は
、
農
耕
と
牧
畜
の
う
ち
、
農
耕
の
方
に
圧
倒
的
に
力
点
を
か
け
た
も
の
で
あ
る
と
醤
う
こ
と

が
で
き
る
が
、
こ
の
こ
と
は
家
畜
飼
養
の
あ
り
か
た
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
耕
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
飼
料

は
多
く
な
い
。
こ
の
た
め
、
家
畜
の
飼
養
は
、
集
落
の
上
部
に
ひ
ろ
が
る
草
地
や
森
林
で
の
放
牧
に
大
き
く
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
季
節
に
よ
っ
て
こ
と
な
り
、
モ
ン
ス
…
ン
季
に
は
、
家
畜
は
か
な
り
上
部
の
草
地
や
森
林
に
放
牧
さ
れ
、
そ
の
最
盛
期
に
は
、
森
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

限
界
以
上
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。
他
方
冬
季
は
、
よ
り
ひ
く
い
位
置
に
あ
る
森
林
や
草
地
を
利
用
す
る
が
、
草
が
す
く
な
く
な
る
の
で
、
樹
木

の
葉
を
枝
ご
と
切
り
お
と
し
て
あ
た
え
る
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
、
冬
季
の
お
わ
り
に
か
け
て
は
、
家
畜
の
飼
料
の
大
半
が
、
樹
木
の
葉
と
い
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⑩

う
状
態
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
、
樹
木
の
葉
へ
の
依
存
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
森
林
破
壊
と
大
き
な
関
係
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
嵩
高
放
牧
に
よ
る
ブ
ラ

ウ
ジ
ン
グ
葺
。
≦
ω
ヨ
σ
q
、
種
子
、
実
生
へ
の
害
も
ふ
く
め
て
、
森
林
の
飼
料
源
と
し
て
の
利
用
は
、
そ
の
再
生
産
を
い
ち
じ
る
し
く
阻
害
し
、

燃
料
の
採
取
な
ど
と
と
も
に
そ
の
質
的
、
星
雲
減
退
の
最
大
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
飼
料
、
燃
料
の
採
取

に
は
、
主
要
集
落
の
場
合
、
片
道
最
低
一
時
間
は
歩
か
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
集
落
周
辺
に
み
ら
れ
る
わ
ず
か
の
森
林
も
、
家
畜
の
食
べ
ら
れ
な

い
葉
を
も
つ
樹
種
に
占
め
ら
れ
る
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
村
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
重
要
な
資
源
の
危
機
と
さ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

感
じ
る
ほ
ど
で
、
彼
ら
は
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実
行
に
う
つ
し
て
い
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
輪
作
体
系
を
軸
と
し
た
、
シ
ー
カ
谷
の
農
－
牧
シ
ス
テ
ム
は
、
豊
富
な
、
飼
料
源
と
し
て
の
森
林
の
存
在
を

前
提
と
し
て
な
り
た
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
現
在
の
森
林
破
壊
の
状
況
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
生
態
学
的
に
、
非
常

に
不
安
定
な
も
の
で
あ
る
。
家
畜
の
飼
養
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
る
地
力
維
持
、
ひ
い
て
は
輪
作
体
系
の
維
持
が
、
現
在
で
は
徐
々
に
困
難

な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

①
　
ス
ワ
ソ
タ
の
い
く
つ
か
の
フ
ァ
ン
ト
の
う
ち
、
ス
ワ
ン
タ
・
フ
ァ
ン
ト
以
外
の

　
も
の
で
は
、
冬
季
が
休
閑
と
な
る
（
萩
平
氏
の
調
査
デ
ー
タ
に
よ
る
）
。

②
　
飼
料
作
物
は
、
ル
ム
レ
農
業
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
普
及
の
努
力
が
つ
づ
け
ら
れ

　
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
。

③
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ン
ト
に
作
物
の
な
い
期
間
は
、
も
ち
ろ
ん
年
間
ニ
上
月
以
上
あ

　
る
（
第
三
図
）
が
、
の
ち
に
の
べ
る
事
情
に
よ
り
、
実
際
に
家
畜
を
飼
養
で
き
る

　
期
聞
は
ニ
ヵ
月
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
平
均
的
な
値
で
、

　
耕
地
の
所
有
状
況
な
ど
で
大
き
く
変
化
す
る
。

④
　
オ
オ
ム
ギ
、
コ
ム
ギ
の
ワ
ラ
は
、
耕
地
に
の
こ
さ
れ
る
と
い
う
。

⑤
　
フ
鱒
ノ
ン
ト
内
に
断
片
的
に
の
こ
る
石
垣
は
、
こ
う
し
た
場
合
に
有
用
な
こ
と
が

　
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

⑥
た
だ
し
、
三
年
輪
作
を
と
る
場
合
、
三
年
め
の
、
シ
コ
ク
ビ
エ
の
収
穫
後
の
休

　
閑
期
間
は
、
そ
の
フ
ァ
ン
ト
に
土
地
を
も
つ
人
だ
け
が
家
畜
を
放
牧
す
る
権
利
を

　
も
っ
と
い
う
。

⑦
デ
ウ
ラ
リ
・
シ
…
カ
に
居
住
す
る
一
農
民
に
よ
れ
ば
、
収
穫
後
に
シ
ー
カ
の
三

　
フ
ァ
ソ
ト
に
あ
つ
ま
る
家
畜
は
、
村
落
パ
ン
チ
ャ
ヤ
…
ト
全
体
の
家
畜
の
三
分
の

　
二
ほ
ど
に
も
達
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
作
物
の
切
り
株
な
ど
は
、
た

　
ち
ま
ち
食
べ
つ
く
さ
れ
て
し
ま
う
。

⑧
家
畜
の
放
牧
に
よ
る
施
肥
の
ほ
か
に
、
家
の
近
く
に
た
め
お
か
れ
た
肥
料
も
耕

　
地
に
い
れ
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

⑨
モ
ン
ス
ー
ン
季
の
家
畜
の
移
動
は
、
村
落
パ
ン
チ
ャ
ヤ
…
ト
に
よ
っ
て
任
命
さ

　
れ
る
森
林
委
員
σ
餌
轟
ω
ロ
『
o
げ
げ
p
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
。
な
お
、
タ
ー
ラ
・
シ
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ー
カ
ほ
か
二
集
落
の
ま
わ
り
で
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
季
の
は
じ
め
に
、
バ
ル
び
胃
と

よ
ば
れ
る
柵
垣
が
設
定
さ
れ
（
こ
れ
は
主
要
竺
フ
ァ
ン
ト
の
ほ
か
、
周
辺
の
コ
ル

も
あ
わ
せ
て
と
り
か
こ
む
）
、
そ
の
内
部
で
の
放
牧
は
一
切
禁
止
さ
れ
る
。
こ
の

た
め
、
家
畜
は
上
都
の
森
林
や
草
地
で
放
牧
さ
れ
る
か
、
家
の
ち
か
く
で
飼
料
を

あ
た
え
ら
れ
て
飼
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
規
制
は
、
耕
地
の
ほ
と
ん
ど
に

作
物
が
つ
く
ら
れ
る
、
モ
ン
ス
ー
ン
門
中
つ
づ
け
ら
れ
る
。
　
「
バ
ル
」
は
、
キ
バ

ン
で
は
、
フ
ァ
ソ
ト
の
ま
わ
り
の
柵
垣
を
さ
し
て
使
わ
れ
る
。

⑩
　
シ
ー
カ
谷
の
マ
ガ
ー
ル
族
の
森
林
利
用
に
つ
い
て
は
、
小
林
茂
（
一
九
七
九
）

　
「
村
民
に
よ
る
森
林
利
燭
」
規
喜
田
（
編
）
前
掲
、
一
二
七
1
＝
二
〇
参
照
。
な

　
お
、
冬
季
の
た
め
の
銅
料
と
し
て
、
乾
草
な
ど
を
準
備
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
お

　
こ
な
わ
れ
な
い
。

⑪
シ
ー
カ
谷
に
お
け
る
、
森
林
破
壌
の
プ
ロ
セ
ス
、
村
民
の
そ
れ
に
対
す
る
対
応

　
に
つ
い
て
は
、
並
河
治
（
一
九
七
九
）
　
「
森
林
破
壊
と
ロ
ー
プ
ラ
イ
ン
」
川
喜
田

　
（
編
）
上
掲
、
一
一
九
－
一
二
六
参
照
。
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九
　
む
す
び
に
か
え
て

　
こ
れ
ま
で
、
シ
ー
喜
喜
に
お
け
る
、
森
林
を
も
ふ
く
め
た
景
観
の
変
化
と
、
耕
地
制
度
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め
て
き
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
こ
の
耕
地
制
度
が
、
シ
ー
カ
谷
に
お
け
る
農
一
輪
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
枠
組
と
な
り
つ
つ
、
景
観
変
化
に
、
す
く
な
か
ら
ぬ
役
割
を

は
た
し
て
き
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
人
口
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
拡
大
し
つ
づ
け
る
耕
地
を
フ
ァ
ソ
ト
に
編
入
し
、
秩
序

づ
け
る
と
同
時
に
、
各
農
民
が
そ
の
都
合
に
し
た
が
っ
て
農
業
経
営
を
お
こ
な
う
こ
と
を
可
能
に
し
て
き
た
。
ま
た
、
シ
ー
カ
谷
に
お
け
る
多

様
な
環
境
を
よ
り
集
約
的
に
利
用
す
る
う
え
で
も
、
こ
の
耕
地
制
度
は
、
そ
の
柔
軟
な
性
格
を
通
じ
て
、
一
定
の
役
割
を
は
た
し
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
役
割
は
、
シ
ー
カ
谷
の
農
一
下
シ
ス
テ
ム
が
、
生
態
学
的
に
み
て
不
安
定
で
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
増
大
す
る
耕
地
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

秩
序
づ
け
る
の
に
有
効
で
あ
っ
た
こ
の
鱗
葉
は
、
他
方
で
は
牧
畜
を
農
耕
に
従
属
さ
せ
、
大
規
模
な
森
林
破
壊
が
進
行
す
る
こ
と
を
容
易
に
し

て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
照
度
の
以
上
の
よ
う
な
役
割
は
、
も
ち
ろ
ん
シ
ー
カ
谷
で
お
こ
っ
た
急
激
な
人
口
増
加
や
耕
地
の
拡
大
の
原
因
に
か
か
わ
る
も
の
で
は

な
い
が
、
そ
れ
が
具
体
的
に
進
行
す
る
う
え
で
は
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
こ
れ
ら
の
現
象
が
、
実
際
に
景
観
を
し
て
あ

ら
わ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
ひ
と
つ
の
原
理
と
し
て
機
能
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
発
が
よ
り
円
滑
に
す
す
む
よ
う
に
し
む
け
て

．
き
た
わ
け
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
な
か
で
、
こ
の
耕
地
制
度
や
、
こ
こ
数
一
〇
年
間
の
景
観
変
化
に
関
連
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ふ
れ
る

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
充
分
な
検
討
を
く
わ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
い

ず
れ
も
重
要
な
問
題
を
内
包
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
今
後
の
研
究
に
ひ
と
つ
の
展
望
を
あ
た
え
る
意
味
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
若
干
コ
メ
ン

ト
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
第
一
は
、
タ
ー
ラ
・
シ
ー
カ
や
キ
バ
ソ
に
み
ら
れ
る
集
村
の
形
成
に
か
ん
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
ス
ワ
ン
タ
な
ど

新
し
く
形
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
集
落
で
は
、
散
村
的
な
集
落
形
態
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
コ

ル
の
開
発
に
と
も
な
っ
て
、
自
然
発
生
的
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
。
他
方
、
高
度
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
に
立
地
す

る
古
い
集
落
の
場
合
、
そ
の
形
成
は
、
こ
れ
と
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
集
落
の
中
核
部
分
は
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ワ
ソ
タ
な
ど
の
形
成
以
前
に
、
す
で
に
集
村
形
態
を
と
っ
て
い
た
の
は
確
実
で
、
そ
の
発
生
は
時
問
的
に
さ
か
の
ぼ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
集

落
と
は
か
な
り
ち
が
う
か
た
ち
を
と
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
集
村
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
最
年
長
の
老
人
達
の
記
憶
に
よ
っ
て
も
不
明
な
点
が
多
い
が
、
シ
ー
カ
谷
に
お
け
る
よ
り
以
前
の
景

観
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合
に
は
無
視
で
き
な
い
と
言
え
よ
う
。
と
く
に
、
そ
の
ま
わ
り
の
フ
ァ
ソ
ト
の
景
観
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ン
ト
は
道
路
や
コ
ル
で
分
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
は
い
え
、
他
と
く
ら
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
広
い
も
の
で
、
か
な
り
連
続
的
に
耕
地
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
景
観
は
こ
こ
に
お
け
る
集
落
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
集
村
で
あ
る
こ
と
と
き
り
は
な
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
こ
れ
ら
古
い
集
落
の
形
成
と
、
そ
の
ま
わ
り
の
フ
ァ
ソ
ト
の
形
成
は
相
互
に
関
速
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ン
ト
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
フ
ァ
ン
ト
は
、
集
村
形
態
を
と
る
集
落
と
お
な
じ
よ
う

に
、
そ
の
多
く
が
古
く
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
そ
の
な
か
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
発
生
し
た
も
の
と
は
思

え
な
い
も
の
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前
に
示
し
た
よ
う
に
、
キ
バ
ソ
で
は
ほ
と
ん
ど
の
農
罠
が
三
つ
の
フ
ァ
ソ
ト
そ
れ
ぞ
れ
に
耕
地
を
も
つ
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と
雷
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
土
地
所
有
状
況
を
と
も
な
う
フ
ァ
ン
ト
は
自
然
発
生
的
と
も
言
え
る
し
か
た
で
生
じ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の

プ
・
斐
で
は
・
農
民
の
土
地
所
有
の
均
一
性
が
い
か
に
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
か
説
明
で
き
な
い
わ
け
で
あ
緬
・

　
こ
の
点
か
ら
、
キ
バ
ン
に
お
け
る
三
つ
の
フ
ァ
ン
ト
は
、
一
時
期
に
か
な
り
の
計
画
性
を
も
っ
て
編
成
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
農
民
に
お

な
じ
よ
う
に
土
地
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
推
定
が
な
り
た
つ
が
、
こ
の
こ
と
も
ふ
く
め
て
、
古
い
集
落
と
、
そ
の
ま
わ
り
の
フ

ァ
ン
ト
の
発
生
は
非
常
に
興
味
ぶ
か
い
問
題
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ら
は
、
た
が
い
に
連
関
し
、
ひ
と
つ
づ
き
と
な
っ
て
、

現
在
に
至
る
シ
ー
カ
谷
の
景
観
発
展
の
出
発
点
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
ゆ

　
こ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
に
際
し
て
無
視
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、
さ
ら
に
シ
ー
カ
谷
で
か
な
り
以
前
に
お
こ
っ
た
と
言
わ
れ
る
土
地
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

上
の
大
き
な
変
革
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
ま
っ
た
く
ふ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
タ
…
ラ
・
シ
ー
カ
な
ど
に
居
住
す
る
老
人
た
ち
に
よ
れ
ば
、
シ

ー
カ
谷
の
各
村
落
は
か
つ
て
ム
キ
や
日
g
犀
げ
嘗
㊤
と
よ
ば
れ
る
人
び
と
に
支
配
さ
れ
、
そ
の
も
と
で
一
種
の
土
地
割
替
制
度
が
お
こ
な
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
た
。
そ
の
こ
ろ
は
土
地
は
私
有
さ
れ
て
お
ら
ず
、
三
年
ご
と
に
耕
地
が
ム
キ
ヤ
に
よ
っ
て
各
農
民
に
割
替
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
ム
キ
ヤ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

そ
の
後
も
存
続
し
た
が
、
土
地
割
替
制
は
七
〇
年
ほ
ど
前
に
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
現
在
の
よ
う
な
土
地
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
つ

　
　
　
　
⑨

た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
こ
の
変
化
は
、
最
年
長
の
老
人
達
の
幼
年
時
代
に
お
こ
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
記
憶
自
体
に
も
不
明
な
点
や
、
あ
い
ま
い
な
点
が
す
く
な
く
な

い
。
ま
だ
多
く
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
え
る
が
、
こ
う
し
た
変
革
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
く
な
く
と
も
、
こ
れ
ま
で
検
討
し

て
き
た
耕
地
舗
度
が
時
間
的
に
そ
れ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の

耕
地
制
度
の
前
提
と
も
言
え
る
土
地
の
私
有
制
が
こ
の
土
地
制
度
で
は
存
在
し
な
い
。
想
像
す
る
こ
と
自
体
困
難
で
あ
る
が
、
こ
の
も
と
で
は
、

同
類
の
耕
地
制
度
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
規
則
は
現
在
の
も
の
と
大
は
ば
に
こ
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
変
革
の
存
在
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
新
し
い
展
望
を
つ
け
く
わ
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
変
化
も
、
現
在
に
い
た
る
シ
ー
カ
谷

の
景
観
変
化
の
出
発
点
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
な
る
土
地
調
度
上
の
変
革
を
こ
え
て
、
現
在
の
耕
地
制
度
を
う
み
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だ
し
、
集
村
を
そ
の
ま
わ
り
の
フ
ァ
ン
ト
の
発
生
と
と
も
に
、
新
し
い
う
ご
き
を
準
備
し
た
わ
け
で
あ
る
。
時
間
的
前
後
関
係
が
ど
う
で
あ
れ
、

こ
れ
ら
は
こ
の
意
味
で
相
互
に
関
係
の
あ
る
も
の
と
し
て
と
り
あ
っ
か
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。
現
在
の
景
観
の
形
成
と
い
う
観
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

か
ら
す
れ
ば
、
別
々
に
考
慮
さ
る
べ
き
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
今
後
の
研
究
に
む
け
て
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
示
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
く
わ
え
て
も
う
ひ
と
つ
だ
け
言
及
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
シ
ー
カ
谷
の
マ
ガ
ー
ル
族
村
落
以
外
の
場
所
に
お
け
る
こ
の
種
の
制
度
の
存
在
で
あ
る
。
ネ
パ
…
ル
で
は
、
川
喜
田
氏
や
佐
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

木
氏
の
報
告
に
言
及
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
に
も
同
種
の
も
の
に
か
ん
す
る
報
告
が
あ
る
。
こ
れ
ら
で
は
、
充
分
な
記
述
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
点
で
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
も
の
と
共
通
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
と
く
に
高
度
帯
と
輪
作
体
系
の
あ
い
だ
の

関
係
に
つ
い
て
は
興
味
ぶ
か
い
へ
致
が
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
ひ
ろ
く
ネ
パ
ー
ル
の
丘
陵
地
帯
を
考
え
る
う
え
で
豊
窟
な
示
竣
を
あ
た
え

る
も
の
と
雷
え
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

①
　
こ
の
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
三
圃
制
と
比
較
す
れ
ば
よ
り
明
確
に
な
る
と
考

　
え
ら
れ
る
（
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
三
圃
鋤
で
は
農
耕
と
牧
畜
の
あ
い
だ
の
関
係
は
つ
り

　
あ
い
の
と
れ
た
安
定
し
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ふ
し
が
あ
る
）
が
、
別
の

　
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
。
な
お
、
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
は
「
旧
農
業
に
よ
っ
て
牧
蕾

　
と
穀
物
の
あ
い
だ
に
つ
く
ら
れ
た
均
衡
は
、
か
な
り
不
安
定
な
も
の
で
あ
り
、
不

　
つ
り
あ
い
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
農
業
に
お
け
る
農
耕
と
牧

　
畜
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
他
方
で
「
た
い
て
い
、
各
住
民
は
、
た
と

　
い
ほ
ん
の
僅
か
の
土
地
で
も
持
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
共
同
家
畜
群
に
幾
頭
か
の
家

　
畜
を
送
る
権
利
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
各
人
に
割
当
て
ら
れ
た
最
小
限
の
持

　
ち
分
以
上
に
つ
い
て
は
、
家
畜
あ
頭
数
は
、
す
べ
て
の
耕
作
者
に
つ
い
て
、
そ
の

　
土
地
面
積
に
比
例
し
て
い
た
」
と
も
言
っ
て
お
り
（
竃
．
些
o
o
ゲ
（
H
O
ω
一
）
”
卜
偽
。
。

　
も
ミ
§
鳳
警
跨
ミ
喧
壽
§
ミ
爵
固
．
ミ
防
§
蕊
唖
ミ
ミ
恥
》
§
ぶ
ミ
鷲
○
巴
p
河
野
・
飯

　
沼
（
訳
）
（
　
九
五
九
）
『
フ
ラ
ン
ス
農
村
史
の
基
本
性
格
』
創
文
社
、
四
八
、
七

　
三
）
、
上
述
の
よ
う
な
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

②
　
タ
ー
ラ
・
シ
ー
カ
に
居
住
す
る
、
八
一
歳
（
調
査
当
時
）
の
老
人
に
よ
る
。

③
　
シ
一
遍
で
は
、
フ
ァ
ン
ト
内
の
耕
地
の
コ
ル
化
が
さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
と

　
雷
わ
れ
る
。
第
四
図
に
示
し
た
、
ウ
ー
ラ
・
ソ
ソ
ラ
・
フ
ァ
ソ
ト
の
景
観
に
は
、

　
こ
の
事
椿
…
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
パ
ウ
ド
ワ
…
ル
、
キ
バ
ン
の
主
要

　
フ
ァ
ソ
ト
で
は
、
耕
地
は
こ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
連
続
し
て
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
用
鶴
田
氏
は
、
シ
ー
カ
で
、
フ
ァ
ン
ト
内
の
耕
地
が
さ
か
ん
に
コ
ル
化
さ

　
れ
た
こ
と
を
理
由
に
、
そ
こ
の
「
三
聖
綱
」
は
「
弛
緩
」
し
て
い
る
と
判
断
し
た

　
（
川
喜
田
（
一
九
六
八
）
前
掲
）
。

④
　
こ
の
こ
と
は
、
ス
ワ
ソ
タ
・
フ
ァ
ソ
ト
と
比
較
す
る
と
よ
り
明
確
に
な
る
。
こ

　
こ
で
は
、
家
が
あ
ち
こ
ち
に
散
在
す
る
た
め
、
耕
地
は
そ
れ
ほ
ど
連
続
し
て
い
な

　
い
。

⑤
　
パ
ウ
ド
ワ
ー
ル
の
縫
罠
の
多
く
が
、
二
つ
の
フ
ァ
ン
ト
に
土
地
を
も
つ
と
い
う

　
こ
と
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

⑥
　
キ
バ
ン
に
居
住
す
る
八
四
歳
の
老
人
、
タ
ー
ラ
・
シ
ー
カ
に
居
住
す
る
八
一
歳
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（
と
も
に
調
査
当
時
）
の
老
人
ら
に
よ
る
。

⑦
毎
年
と
い
う
説
も
あ
る
。

⑧
土
地
割
替
制
の
廃
止
の
晴
点
は
、
村
落
に
よ
っ
て
若
干
ち
が
っ
て
い
た
よ
う
で

　
あ
る
。

⑨
こ
の
と
き
、
農
民
達
は
ム
キ
ヤ
に
金
を
払
っ
て
土
地
を
貿
つ
た
と
い
う
。

⑩
　
こ
の
変
化
は
、
最
年
長
の
老
人
達
の
あ
と
の
世
代
の
人
び
と
に
も
、
自
分
達
の

　
父
親
の
薬
代
に
お
こ
っ
た
重
大
な
変
革
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

＠
　
こ
れ
ら
に
閨
門
し
て
、
キ
バ
ン
に
居
住
す
る
八
四
歳
（
調
査
嘉
晴
）
の
老
人
は

　
興
味
ぶ
か
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
キ
．
ハ
ン
で
は
、
土
地
割
替
鋼
の
廃
止
（
七
四

　
年
ほ
ど
前
）
と
と
も
に
、
土
地
が
各
農
斑
に
配
分
さ
れ
た
が
、
そ
の
と
き
、
三
つ

　
の
フ
ァ
ン
ト
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
各
々
に
各
人
が
土
地
を
も
て
る
よ
う
に
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
、
ど
ん
な
作
物
を
つ
く
っ
て
も
よ
か
っ
た
が
、
こ
れ
以
後
、
ど
の
フ

　
ァ
ソ
ト
に
何
を
つ
く
る
か
き
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
他
の
老
人

　
か
ら
は
、
こ
れ
を
う
ら
づ
け
る
よ
う
な
話
を
き
き
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

　
非
常
に
注
目
さ
れ
る
証
言
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
老
人
に
よ
れ
ば
、
そ
の
こ

　
ろ
、
キ
バ
ン
の
集
落
で
大
火
が
あ
り
、
家
が
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
た
。
こ
れ
を
さ
か

　
い
に
、
家
が
一
ヵ
所
に
ま
と
め
ら
れ
、
現
在
の
よ
う
な
集
村
に
な
っ
た
と
い
う
が
、

　
こ
の
こ
と
も
ふ
く
め
て
、
さ
ら
に
調
査
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

⑫
囚
騨
≦
㊤
置
霞
（
お
録
）
。
℃
■
簿
．
鴫
憲
．
ぱ
一
§
N
O
令
b
。
拝
留
。
・
跳
㌍
（
お
鳶
）

　
o
や
。
搾
佐
々
木
（
一
九
七
八
）
前
掲
。

⑭
　
φ
歪
σ
q
温
α
o
（
δ
⊂
島
料
）
”
卜
湧
“
嫡
ミ
§
薦
h
§
罵
特
愚
ミ
窺
執
蝋
§
ミ
ミ
ミ
ミ
§
謹

　
§
“
奪
ミ
”
鼠
。
暮
o
P
勺
。
ω
騨
σ
q
ρ
暮
（
δ
ま
）
”
欝
欝
＆
腐
§
い
ミ
嵩
窪
ミ
恥
黛
ミ
宇

　
鋳
§
ミ
題
肋
暮
§
愚
9
鼠
。
昇
。
コ
・
な
お
、
ほ
か
に
上
野
登
（
一
九
七
七
）
「
ヒ

　
マ
ラ
ヤ
三
鵬
制
の
発
見
と
そ
の
試
論
的
展
開
」
　
『
季
刊
人
類
学
』
八
巻
一
号
、
一

　
九
三
ー
ニ
ニ
ニ
が
あ
る
が
、
記
述
が
す
く
な
く
、
不
明
な
点
が
多
い
。

　
〈
附
記
V
　
本
稿
が
で
き
あ
が
る
ま
で
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

　
筑
波
大
学
の
川
喜
田
二
郎
先
生
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
技
術
協
力
会
専
務
理
事
）
は
こ
の
調

査
の
機
会
を
あ
た
え
て
下
さ
っ
た
ば
か
り
な
く
、
原
稿
の
校
閲
を
い
た
だ
い
た
。
州

喜
田
先
生
の
研
究
と
援
助
が
な
け
れ
ば
本
稿
は
で
き
あ
が
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

筑
波
大
学
の
山
限
圭
一
先
生
、
神
秦
〃
川
県
園
蟹
耳
試
一
着
場
の
並
川
治
氏
は
、
隊
【
長
と
し

て
、
ネ
パ
ー
ル
研
究
の
先
聚
と
し
て
、
現
地
で
も
帰
國
し
て
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
便

宜
と
示
唆
を
あ
た
え
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
隊
員
で
あ
っ
た
萩
森
敏
裕
氏
、

竃
巳
ε
降
飾
勺
．
ω
げ
P
同
日
ρ
氏
（
日
本
工
営
）
、
O
O
〈
貯
創
P
8
財
ρ
唱
9
民
（
ポ
カ
ラ
、

パ
ン
チ
ャ
ヤ
ー
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
）
、
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
技
術
協
力
会
事
務

局
の
安
藤
勝
彦
氏
、
堂
馬
英
二
氏
に
は
資
料
を
み
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

お
世
話
に
な
っ
た
。

　
シ
ー
カ
谷
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
は
多
い
が
、
と
く
に
デ
ウ
ラ
リ
・
シ
ー
カ
の
方

々
、
な
か
で
も
、
り
岩
σ
q
母
a
娼
鉱
》
氏
は
、
生
活
も
ふ
く
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
顧

倒
を
み
て
下
さ
っ
た
。
ま
た
ガ
イ
ド
の
℃
①
日
冨
↓
ω
母
貯
σ
q
ω
げ
①
愚
p
氏
は
本
来
の

職
務
だ
け
で
な
く
、
調
査
の
よ
き
友
と
し
て
も
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て

以
上
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
調
査
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
国
家
計
画
委
員

会
、
僻
地
開
発
局
、
累
㊤
鉱
。
舜
一
国
斎
巳
旨
σ
q
O
o
旨
a
訟
9
ど
冒
。
巴
U
。
く
Φ
一
〇
マ

諺
㊦
算
U
Φ
℃
㊤
洋
ヨ
。
昇
’
出
冨
三
a
窃
受
、
ω
Ω
o
く
窪
日
①
馨
。
臨
累
Φ
℃
巴
脅
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
稿
は
人
文
地
理
学
会
例
会
（
一
九
七
九
年
四
月
一
四
日
、
於
大
阪
教
育

大
学
）
で
「
ネ
パ
ー
ル
、
マ
ガ
ー
ル
族
の
耕
地
制
度
」
と
題
し
て
発
表
し
た
も
の
を

も
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
州
火
聖
教
軸
礎
獣
叩
髄
…
師
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Minderst5dte　mit　h6chstens　500　Einwohnern　（die　aber　im　spatmittelal－

terlichen　Deutschland　die　Zahl　von　rnehr　als　tausend　erreichen　konnten）

in　Verbindung　mit　der　strukturellen　UmwandluAg　von　Landwirtschaft

und　Herrschaft　iR　iltrer　Umgebung　betrachtet　werden　kann．

Changing　Landscape　and　Field　’System　in　Magar

　　　　　　　　　　　　Villages，　Central　Nepal

Shigeru　Kobayashi

　　A　field　system　which　is　similar　to　the　‘three　field　system’　is　found

among　Magar　villages　in　central　Nepa1・（Kawakita，　1974）．　Having　cayried

out　fie1d　researclt　in　a　tributary　valley　of　Kali　Gandaki，　the　author

examined　this　system　in　relation　to　laRdscape　change　which　have　taken

place　during　these　several　decades，・　along　with　a　considerable　increase

in　population　and　obtained　following　results．

　　In　this　system，　the　arab！e　is　put　into　two　ciasses，　namely，　that　in

common　field　（‘　phant　’），　and　that　the　owner　can　use　at・　will．　The　latter

can　be　incorpolated　in　‘phant’　by　the　owner　without　any　agreement　of

others．　lt　is　aiso’possible　to　turn　the　former　inversely　to　the　latter　in

the　same　way．　These　changes　are　realized　by　erecting　or　breaking　up

of　fence　around　the　land　concerned．　The　rotation　of　crops　is　llot　fixed

uniformly　in　‘　phants　’，　which　are　located　at　different　zones　in　altltude．

It　is　arranged　in　accordance　with　climatic　condition　of　their　location．

These　features　of　this　system　played　an　important　role　in　establishing

an　order　in　the　arable，　which　has　been　extended　privately　with　rapidity

ln　various　environment．　The　deterioratioR　of　forest　by　grazing　of　ani－

mals　observed　in　this　area　is　partly　due　to　the　fact　that　grain　prod－

uction　for　human　consumption　takes　precedence　of　stocl〈　raising　under

this　system．

（339）




